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第 一章 緒

蝙 治 ズ′写森島 /~E六 博土 かによつ て ヒが ンノく`ナ科 〔属 する右寿植

柘 ヒデ ンバナ (Ltt ι∂rお ″ノ′″′ んグ .)の 鮮 Zに 合まイとる有尋成

冷に iよ じ
｀
めて所 え のメスが σ々えらガしてから琢h■ どす年の衣月ゞ流力し

か々 よレ々 く水植物の成分看 %も に 水 iこ 監 ずしヽた慮がある。

『

ち 殊 多 博 七 1電 ホ 埴 れ こ リ リコ リ ンノ が
｀
そ キ ブ ニ ンな る 二通 ヵ ア

ル カ ロ イ ド之 粕 氷 した が
｀

そ の 行 死コご主 |■ 乗 ガ ィア肩 の 立 及 Iで た そ レ

花 尊 館 所 だ に |く 至 あ ,な が つ た の で あ る。 しが る 1■ ,多 和 /年 //派 重 簾

平二 郎 博 士が こ胤 ら ァルヵ 百ィ ド7`/D構 ヒ粛 久 ∠新 ァリレガσ イ ドの 分

蕎 i■ 巧力 之 しヽた をltた 緒 黒  ■二 iて 折 冤 |で 終 燿衡 ′をと 蒻 し、 不 植 笏

よ り分 毒 さメtた アリレカロ イ ドの数 も激婚 t/て /′ 括 に嚢 也κ 乙 し、

また今 ω″″  セにじ″ fクの′%′″ιル多′/c升夕んン′′毛″″″蒻″

等の 二妻 逓 基のィヒ尊構 ビ |(菌 しても所 死ブう鉾 鬼に まこ乙l■ 仏 〈、 ほ

ろん と その構こ の生み筵が 頭 らか` |〔 さオtん て し/― のである が
｀
、 不孝 |■

.し てオニよ ―/N戦 のなた 44も |■ 折 鬼 の中断の /74な きに 生 つ たので

ある.後 我ス禾玖 手 て経 て よ″ぐく″ をの長 咽がで冑〔に /― つ r_― 顔 こ

の丘 燿博 七の所 鬼は主
`し

てその 噸 為上乏博 上 に質 けっがォし口博 土

のス 大転在 後 に l―d∠ ん 之衣 至政 の▲ なを象 rFレ てイこ学構 立 に 関する

新 たが仏行 ピ らイし、 々 がて勁 然
`し

てるつた 欧 米にだ ける ヒび ンリヾ

ナラ科 ア ,レ カ 暉イ ド,力 有 名寒 て著 た して斤 えの豊 晨が瞑著 |`あ らわ れ

今 (は ハ ア lレ カぼ メ ドのイLギ 構 上 が鮮頭七 られ る l〔 全つ た の である.

この画看濯¬ま日博七 のもとで 大学 魔 イと ヒ レて その所 久の 一部 を

今妊 して 主 4レ て ヒが ンバナ の フエ ノール性 ア )レ カ百 /ド のイム学

講墜 の顔 死に久 事 レ 以 下′らな重 す る歯rく、 こ こ l二 託類 のフ エノー

ルタユ基、 節ち ′″zaの αィレ
“
ノカグノ務 ク以 ″ ′ 及び新震 墓 ε″′―

ι4/2参″″彰ン″′ら多 のた 学着嗜瓦 七反 ム することがム未 るように

なつ た。
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この中 たん。あっ 像η場´ |せ /タ ノえ 年 二漱  冨村 tを及
2)に よ

って発 え されたプニ ノール形を オ ■:そ このであるが _:当 時 に ム
｀
tiて

|ゴ その仏事情堂看 冤 lξ る ん ど行 わメしま そ の標 本 ば後 にヱ乏 衣校 に

妥′ヽすっが ,ι /_の で ある. 1/か る l_― =の 時 も 二三カ子式険 バ行 わイした

後 人平洋 戦争 の形 勢 /―R~春t∠ な る ∠とも ■所 処 し ヤ確 の状筵 どなっ た

た め、 たまれま老 老にその後 /′ 公 年 Zを て不逓 要の構 彪オ %~/行
らな公 乏得 た のてヽ ある。                 :

厖ンしルι各
尻ど″  14-ヵ っヽて並縣 ガばにより分焉t′したアルカぼ

イドで lζ あるが
｀

薇ヨのため何髯ヵ所た し名均ラィしず
｀
キ ク霧 〔しでJし

ず
｀
|(ぁ ったしのである。その後上乙  矢4(つ |て よつてな主して発ス

さブしたブエノ‐ル荏,Z碁 が重藤、.池 ゴの二の派水 ご司´勿ても るこ

てが判蝙 レた。 バ羞え i〔 は派勿 /′没π́ ″″とん″′ なる名で バ与 え

:ら ,し たが後′〔/4″我/ン の との■派が明ら77Nと なる |〔 2っ て

厖をつЙttι′長》ク となる●1し てプをに至わていろお孝れ ホヽ形碁う着

老:の 承弦看たって家の一つ|■ ″ えらイtた のて`ある。     1
-盾後 に,多″ ″笏%場′″の あ減″ り

|」 をる「〔より発鬼さヵしたフ

塵′11衡:ilgil,I彙 :雰 61riftζヶィ雪rにも脅3   °
14よ 1)構 ヒ石 家の成兵 zぁ |ダ る こと が よ未た´で ある。

老老が こ才tら とがンノヾ｀
■の秋 ヨ成 分 でぁ る プニ ノーリレ形 基 の極 整

`媒
ら

2か
にするこ との水示 たの |」 、%九渾 1二 よあ.ぞ|れ年 |二 々 た 0物費

み か され われ て表た話 乞成果 七土合 て して lζ じめてなし得 た のであ

っ て派 く應 素「する と ころで あるρ
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第二章 乃晩     の構 造

才~節 社業のノみ彪%インフル わ/J‐7t宛

/タノイ年 ま脈  旨村  をズ マ |」 ヒが ンバ ナ よ り z′ 2ク ダ∽ ″ ス′F)
tメ 〕ぢ:一 ″/夕θ(ニタノー,/り ので4く がた,ズ のある餅た経岳″フエ
ノ ―́ル彪差 t章 角 レ ρ″%Zttη″ /サプ″  と冷看 した。 がか る名称 バ

寺 ′_ル /と たつは本遊甚 、
"ケ 子 がぎが の

`〃
′,θ 44/.1■ 拓者 し

均
'あ

'tル
ノ )

ど丁友 兵侶劉本のκ啄04あ るι考え らスtた ケわ`´ ある。  _

その後θノイカ%えぐzノ /★

``〆
物‐″ばん′″″″.2″ /つ

〃//P/ιご″z´多
よりχノ/‐2/2´ z´ とてもにとりだ

｀
したア,1ン ガfイ ド`がレク彪こん多̀

′

′―
易″ に類似 レてしヽあて取 Zレ てしヽろがそル≠ i々手よ不Jだ (Lfる _

そ′ン後 ノラン と£,cゎ′ル ′́ あ単 者 |二 く する核 名が え′リガした 、ヽ″ で上

で の上 藤 )旨 だ 、石表 |(ご る数 名:がP″ 4り脅
“

た場″ たИ してば七

一の しのて` ある ∠考 え i2才ιる。 わ ί該 今て″琢 姜 之次 if衝 率 |■ は ヾ

てみる こと ,■ するし |

′´ イιみつ
“

ん歩″ は冬 湯 に浦落 け、1々 縣名 晶て雄 ムす る。 ア,レ

ーJ― )レ に房塔 、 ア∠ トン l‐ て洒  グ」―r示 ルス、 二rア ′レ、 べ` ンジ
｀

一ルに任 かに洛 |す、 石 南工 ´テル 141」 不塔 で ある こ レた。 キ爆 畝 |(

|ま 洛冴 1■ え■す左 畝塩 とっ く り 苛在 ア:レ ヵ lり ∠ 1エ フエノラ ー ト色薇

ろ。

近 クロルイスi■ よ iり 旅′

`ム
に着 色する。     ´

メ三zι後野′ι″″τ
^灰

たは湾ン性 変柔 lま オニ

“

アミン
'■

属 ずるとし

た,θ θ〃3基 /“ゴ4左  ヵ■ι//」 差はぼ椎 :0そ′ん″ 氏くた し曖′ヒこ

示し、|デ 可ム
`咬

〃ズし、カ メ レオン)″ 荻 七にな するどレ た。す星預∠

してlよ  幾畝髪 ″7ズ /2'こん ″7)白 金虚 >ヽ ″多′ 2′´
°

.

″zんあZルケ 〃′ バ′
eバ

ス我 され て ヽヽる。 また 窯水 酢 畝之 作 尉し、

乃場π」≠ 耗 嚢勲卒″γ 夕′
。
～
・/2ン争(選 政湿 〃グ ′Z'° C´2″ノ″ ♪

七 つ くる とした。  i   _l       l  i

●

(`リ
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挙 上 の特 禾 z蘇谷 し、 P― z24第ンれ湯″引くせ レズの よ うな不在 式

が 髪ム さん たの で̀ あ る1_    ―        t

:〃」                     ・

Hり1   、
「                                  、

噸その後上えばん/αィル  の重鎚禾蒸者のによつてμ⑮%″滋´

膨 ξ雛〔鶴 窮Z雀 劣李[肇量ツfl・
こ1の 孝矢は′

“
イイズンωんレπバ́∠グ″「

ルじ i∠ 可げくP易%%―

彦 ル死レ″ 核七煮 するぎ屯晴 示する ものであるバ無分解スため常

`レ
て綸ず レも老 足術 なものて いうギ |よ

`き
ながったのであるヮ:

:椰手節 &咤″η後"rン
の分1及グ社東

「
‐
で ?`て 束 人栞 ギ 数 多 で ′死彦“

ら́くグιク2′″ Z外 脅 した 方法 は 大唯 火

の颯 りで ある。    i l  :

レ争F[藉

`:営

:農ア看irすじ:|〔 ;,,fri3徴顔言
「
,チテ1   0

ルセ 首久 した残⌒t〆 /れ餃 に ιり` し 不洛 緬 近うで1し 、.3秋 |二 反

該 ナトリウム の場 六 屯 も,よ 々りに激 がこ じ
｀
なくなる まで た分 1/_加 え、

更に コ tt〔 ′ビ百ホ ルム七カロえ て二層 |■ する と、 そのた不 |■ ∠
/ど

´―

′_鵡 射 ろ。  この∠/ンシ ι ろ壺 した グロロ 本 )レ ヘ看 t

長 時口扶菫 すると み
′́フZ愛ンα″ル″ が 屋生に資こ冴衣 品だ

｀
して竹   亀

Kす る。              、         へ1     、

しり`しながらを者はこの方法 Z爵 滋式みたにも掏らず、イカ今費  ど

に反Йしなつ`つた・ このスロバ産た方いぎ称集薦鶏の′綱違にな る.し ゃ   =
であるかゼらつ`|ざ 不昭であぅ。を者の腐いたヒがンバ`ナ呼水ば 山示   '
こ 及び 木長 凝孝の もので の り:、 一方 東大 系ζ数 室で用い らィしたも.の    0
は養 らくゲ 五だ の もの であ らわ てを たられ る。    .、

.そ 二て`考看は筐僣調時す.よ り上展じ味狡に識表され′′ンクZ皮ンι力揚π ‐

(4)
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t月 いて(藤、 Z村  看 表 の教́ 者のの監 諷 t行 わど
`も

にズ のズ験

乏上 の た のであ る。`

れ′“
ヶιπ́ z″

`′
″ル2と 尽湯より、、衣ビ真■話すメしば

｀
,災 黄色絹糸

べの名 ′″ ∠′均 こ́r′″髪 〃プマィタ～ズグ′・(ス 献 :″ゲマダ・り)の

C tt t得 る (の たχ灰 iき (a)D:■∠ノ (ε =/2ど ι′肩 )(文 献 =

(改 〕ぢ :― ク/`じ '力 Dで ある。 こオしt4涅h■ 久置毛飲 レ会析t行タ

と ε%〃 /′ θ′//.イ ″2θ l`一 致する分

`種
=与

える。 更 |■ |二 の化結晶

な氣水蝶畝 で 夕時 1打 /′′て 真生乾凛 すると る ρス/´ ～2〃 2・  の煮ポ

勿 4な る。 その分析イ直 |よ δ%〃 /′ θレ〃 t〔 楷首する_ この分子式は■

孫 らの今子式  εぁ〃′7θ4〃 ょり //2だ
｀
け 多いしのであ るが、ス下に

先教 するス戒奪夭う著者 の分子キ、と女髪lす るのであるか ら、

P-2ιイン̀´
′ジ″み がε%〃 /ァ θ4〃 であらわされることは穫くであ

る o

′をと々 ∠メ
名″ンr九 |よ か水 に は進溶 、本蕩 |て 易若 ぐズくは最 も重 瞥

な再化 晶渚ゼ某で あろρ ス アと トン クロ σ水 ルム、メタ ノー ル に可

溶 であるが五 一 テ lL/1■ ばた場 、看 )占 ェーテ ,レ ては落

“

した ヽ`。 でた

■縁 うの家 哲
ユリ

|■ lξ 夕,レ ゴー ル |〔 易落
`、

、らス執 があ ろが 、著者 の

ズ験 で は辱落 4ぃ ぇず  ァゼ トン∠口種 凌あ老 作←亡てヽあっ た。 1

“

∠為 "た
ル診 iせ くイと

｀
ゾーダ水落求 に姥解し、ニィι ll形 と

アンモンt和 ぇるこ4び 着ムする。こたその水洛スはこ 7口 ,レ 依落

ズにより紫色にZこ ずろからフエノール性ネ畝基が存在することは

頗わがである。

/7-滋 髪 %ε
′′ルク は X多ルグ ス :く よる θ_ε″3甚 の な重 より /

4〔 の θ.ι 〃j■の存 在電ホ ずが 、〃2雄 升
〃掩″を

'人

による ″.σ〃3基、

″″んι―κ %́ス に よる ε.ε″3生 のた 重 は
`↓

lC瞼性 であ る。 彙 |〔

0″ ん″ ん 久た も陰ノヒで あ る=矢 つ て ル彰″る
場

ωル 多 には ノー

ε″3瑳 、 ε―ι〃」甚 .及 び メチレ ンジオ キシ羞 直存 在 レムヽヽo

その他 Pノ_cを 目 ぃる晨 欲 ビな |〔
・
よ りに 結 される ノ個 のχ菫結

合がイ をする.             _ ´
.

本筋Zの ホ外部吸放 スペ ク トルには 夕～ g/・ に啜放 が
｀
な く、 従 つ

(6)
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く″リレベニ)レ 基に存在し憑 しヽ.

ホ塩基七羞欧で処抵 してそ られる髪畝逓にメタノー,レ より再縫岳

すメば《仏針状騒 れ′ン/メ・ (滋″″′り (ズ 撃 :化′′″?(滋め′″め   ト

てムリσィ″″θ
`″
・ 〃″ に栢当 する。

またふ遠基の″″オヵル4第ク にメタノール ア′ トン源合涙ニリ   ・
プリズム事をたP'′1炒 ～スき入°(滋ヵ質 )(文な :′″ /″

°
(滋″″♪″)

セして縛 られ、「 これ は
`π

〃′′′′〃。θ〃,Iの 分子式にだ =夕 ずる。     .
「水髪瑾t(水 畔畝セ酢畝 ソ‐ダで アセチ i%た ず うとι2メ場5θ クノ物

ζ咸七有する″リ ス′″t′″ダ (´ 人献 :″β″ ～〃ンら2り のァセタル

体
`奪

無 アセケ′レ数
‐めな量は ヽリアセケ,レ 本 で、あることを示す。 ニ

つこの物質の本外派液スペクト,レ 1■ 1意

`,/′
シ″ どニタイン !(ア セケ

ル菫によると考えられる夭液バ又種存在し、水欧4に よる頑水に消
‐
火レて、ヽる。マにメ̀′′ 一乙夕′ のそぼに頭政がををしみに`。がち

分子中の生素はアセヶlレ私 t受 |ケ 憑しヽ3磁 笙ネであるこ∠ハそだ さ

れ る。1 ‐            1        ,

きたこの/´ち′     みあ2の エーテ)レ 落汲に乾浜ス玖が
ス甕化 和 した ァル 壼ニ ル Z力こた る ∠ ζ

セ ケ |レ 多導体 の幾畝 湿 t各 、  1。
こメtl」 ″ ズす/P(え ロベ : 夕 ′′ィ

・ ズ)ジ の構 状猪告で ご′′″毎θ7〃

〃aク 」4θ に福ど する。 |            ・
=″を2Zみ夕αサルを 七ジアブ`ィ〃ンでメタル化するビθ―夕機 /´

″ ノを考わ″を 1′7″ダ/° (滋 G´ の々 t4ぼ る。 :
分者の借宗

`″
〃2′ θチ〃 |(`普 レ.∠菱″′スによるθ―εあ 基

た遺 はえ何 の θ.ιん 基の存 在 t示 ず。 こ
1の

θ―″″残′ろ́
彪クノ凌ηa客易Z ら

'

は武 ア lレ カ リ略液 に落絆 せす  ` 重 クとル依 に よる こ色 うな tl。      ・

印ちキラiノ ■ルとである二∠区示す・ ― 
1ヽ・

    ~  ギ
欠 つて″ ″ん

・
レ l・ |ま ィイ呵あフエノール性ポ畝

='の
存在.す   ・

るこ∠バ准スになつた。 のこ,る 花の:え 個 の厳柔ばア}レ コニル准ネ 餃

麦セ7//颯 してぃるサのて考え・
らヽルる。 :      1`‐  :   0

以上の実験縫系 よ り′a忽ィ笏て多必ルタ多 ので゙ ヒ式 は丘 穐 |.ti軍:峙 らの

象を と訂 工 してズ o式 わiC表 わ す・ことが よ未 るの である」i=■
=

t`シ
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ε〃々 宏θ≠〃=σなんウョ

ヽ

(う ち/色はフ
・ /_′レ′ヒ )

機

の

κ

ω

〃

―

一　
　
　
一　
　
ゝ
／
　

Ｌ
ｒ

●

●

第三師 W′′ノノ″″らのノ″ブイクタ解 `ルのιル ィ
II関 する研 究

/′ 夕 ∠ 年  ″
`′

Ottffv凛 ん ,ガ戒 π易 多れ ら
の

は くれ

=一/υ  皿 潔  (ノ吻ι″
“
みJ″ み ん″乙―~ と')の 捩基

′アlレ 々ロイド
｀
七妹索キ|:た またま′/7〃′′θ4〃 ″外でべさ石する

″′ 23ダ・'2“ 2° (滋ι′化ρ)ノ (皮 〕34-″
°‐

(ε =′ .2∠ ιん ,″ ク ル〃亮r

=´′_わ厖移り′ ク Vノ∨″ κ́ ′′`tμ
のう|フ ェノー

'レ

4生 新丘碁七

拳商した。

この話彪どに|」 Zね のθ・ι〃3基 が存在 レ.そ のホ外部妖よスペグ

トル は /´′7′ だ崚 度 が 春 tヽ こ
`少

ら メ升 レン ジオ キ シ基 患存 在 レ

なしヽてしたざ まだジアセヶlレ 誘導体ごあ′′%z～ /ク
`ο
う、とう|々 レt'

そηホ外部颯 政 ス ペ ク トルは 4ア
`シ`14 rlTス

い颯肢 之有 ず ろが 1ホ

落が逓壇桂 セ右 レ、 亘つ ん ^́イ′インμl・ ア・ミド型のス衣 ″ な、ヽ こと力＼

らアセタ lL/基 ば、室素に に縮合 して居 らず  した がつて派 髪基 lξ 3仏

アミン i■ 后す るものくれ た した。       :
また水塩基 は接 仏 曖ぇi:|■

ょつて ジヒ ド■ヽ本
`な

Zっ で ノィロの不筵

藷結合 の存在 が花た され、た。            :

重た この新 羞 基″ホ//1都 啜灰スベ ク トリレバゥ ″そ の そ/t/ピ ろ＼

モリよく奉シスしてlⅢる:こ とクヽわ、ズンのだ″‐γ‐同体な脅格
`右

して

しヽろ1の 1_で
｀

!よ な いが_半 雅 ス した 。 1,F｀ FI、  「.ギ |

,更 に表らは当方よリビなした′ね々%ィンイレィ́ 2́″′の標卒
`ジ

アジメ

タンで メケ ′レイムした ヒ ■ろ、 それ がホ髪4`´ 致 する こ∠t如 り、

(γ ♪
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,

こ こ|〔 水妊≦ 屯 ″後       
“

滋 z `命 名 したの である。

次 しヽてヽイズらほ 状下にのべ る七 査 項バ 屯行 しヽ本彪基 の墓水蔵 丘 セ所 ら

かに レた。

KIrち バ髪墓 ζノの七若 アルカリの存在で鮨寒 レ、ε′フ〃/夕 θ2〃 の名 戌

て有 する物負t得 た。 この力資 は場 ルイれ rの ょり卑 いた 九ヽ ん́―

ズ
ン

αなれ `//9∠ 全 く一 致 する 紫 外 都 吸 戒 人 ベ ク トル セス す こ と か ら

Cえ が 麓 水 され て牙香 イムし た /物 〆勿″ ″りう%そ省
蒻

κ多′″ %(Vリ

で 多 ろ
`ね

筵 した。                     ´

この 物 負 だ 多み
珍

′分
ィン

ルガレイ の場 合
′の″

と 同旅 に 生 え 畝 仏 ヒ

びヽ

より/″イォ″″     ルインクル″η″ (wノ′りに移行するのである。

■〈

一
GH,0

CH30

赫ざ‰
OCH 3

一々小々 負ば |― (び 1ノ残″θ″移ル′′/'ゼ′」=″ィレクみングタ灸ζソノリよ 1'

ル 蒻場)/司反ス爬
`た

璃 レ合 成 した 47-ε場
“

ら ぇ渉′む夕″/ε″́ ιちン■

//′多 ィ́′り′疹 _ん ι浅ンル乙ι(ン ||′ り,く r燕 レた こ∠ か 0そ の需 立 |■

(`)ノ

0

巾

劇

引 ,0

CH3 0

(Vリ

◎ ヮ

中
"¨ ，

　
一、

「
・　
　
一
　

“

ヽ
　

　

ヽ
ｒ
ヽ

　ヽ
一
大
ヽ
■

ン嘱らか にな つた。
‐ ・
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曼 |■ ″νη ″ル彦ル
ク ε″

「
れ ば週 ヨー ド教 之消 費 す ることから

そのス植 の アル ●―ル /1■ 水核 壇ばつ ω′ブ″  こ南旅 にグ リ」 ―ル ■

であるた准 た し 二菫待合 たゎ 1、 てラ物 αケれ 之同社 置ぞあ るこ

とき論 じた。

よ つ て 仮 ら は ″夕
響 Pガ″ルルタ

″ ん歩´ は (|× )迭 る 構 造 乙有 す

ろ だ絡 論 し た の で あヽ る 。

●

OH

鳳鵡 “

　́

●

―
ヽ
、
、
、
、ジ

　

。

，
”
　

，

Ｆ

H0

CH30

(YI)

|

||

簿四静 か笹をクιθ″″よリルt″
"、
キタろみ

PAa4,-/-ot ?c.ak /-,.2'o /'z-z D +- ffi;

前節において壼べたょう|`盈Й″′″ 4″
``″

場

`グ

こ́ん′′多この様菫は

〃ン多夕″ ιらワ
|〔 よつて (′ わ ビスなされたが次うてノ骸 Źttωた́

ン の構喧|よ (× りまたは ほ |)て あヽるとで各論ム未る″て`ある。

(χ )

―毛 禾 名 看 の 手 許 |〔 表 さォしてし、た /″%ル
の

″彦 多 の量 は 植 少 てヽあ

,1'■ ま た 新 ら し く水 妊 基 z粘 ム こ ん セづ る式 み も淑 功 しな りヽ つ :た ク
ヽ

で
・″〃 蒻 杉″%の ― ルタ タ 膨 〃 あ

夕
″ ル ″ Lに 離

`析
宛 bヾ な か つ

へ

'わ

は
｀
戎 は

ィ鷲
髪″Zんノ

ンマ
れ
て つ 篠 ξ 懸 着 分 大 だ され な` か つ た か も

牝 ンした い の で あ るが 、 今 々 名 者 に な さ Jし た 口 懸 に ブ エ ノ ー ル llt水‐
祓

(夕 )
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壇のな置の六たのみとなつたの 0、 この申
"`三

すろたわズタ″r滋
の構 ビ析 を に ち

｀
しヽ て行 わ れ た 及 た の クち で も つ

`も
∠ ズ

`亘
つ ″重

で 実た しうる 介 静 及た t式 以 . ― ガ その 分 解 生 lボ タ セ 合 戌 ずろ 二∠

∠ よつ て 目的 Z豊 也ん ∠式 み た の で ある  ́      、

この ビ的 に対 レ者 名 :こ ″ ″ ィ ク θf滋 乏 メ タ:ノ ィ フレに 塔 解 レ

ジア ゾ エ タ ンの エ ーテ ル 磨 次 セ ″ た  ス 百 口
lゴ 逓 lて 爽 И じ 二 ヶ J1/仏

t行 つ た 。 θ―左 ″
夕 後 認 妨 象

ν
″ /ルμ  は ク 々ダ■

Cζ
為 ル ′%ρ リ

(叔 りD:― /′ /・ (ε =´′ダ だ老θ″ り のプリ
|:全 :尋 て`ある。

この θ F́″グ ル 々 ん 珍 αη2″ t本 冷 二:/特簡核 髪な 鋳 :´∠どもに

お 無 した後 .反 充初 を直ち に月く水 に表 入 し、 ス歿
‐
カ ウあ琵 和 水 塔 濱

色拒 える な ら ば、 く こに υ 〆́″ル  の琥 激 バ 庄 ず
｀
ろ。 こ のス段 ド

′./_rラ勧ζ′″%クの影ん滋″のC'ま しヾ/〃η滋″仏された4′たあθ‐
θ́ 〃́″//―″″″‐ π々 奮脅 ,あ る予

∠甲/ノイ″″´

ノン″′易 ル滋% におオZ後強ふらも疑ヽ`た、ヽてころそヽあるク
そ こで 上 記 の 〃級 脇 ‐き :″″惨 Z勿 珍 ψ 厖′″易 ″ 娠 の例

//JI■
な ら い

ま′ /● ■ タ ノ_ル i〔 落 り` レ、 ア lレ カ リイ生煮

“

媛 七 驚 え て 水 浴 上 で力ぼ

ぐ す る こ ス イ に修.岳 バオ″ム レ、 1ノ 時・呵 、ヽ 次た バ咎 了 すろ ,  I
ここ に′手ら ,し な嘔桂笏 察の僣 果 には昇車ス 七た 瀬 し、■ 反 負 空に

てイ華、こレめ、 ″の昇 二物 起メ ク ノ´ル ょり専 鱈 乏 レ(〃′/′●～

/夕′
°´ 針状 畠 セ得 たのである。 二の物 女の紫外 部咬ム スペ クトノレ

は′ヽ″な  ″多Zこ老ら,ε ). ′
`′

6ク′おゝ,27/ζ /3●),3ヨすr2′ノ♪

3′′脅銅 FF/t広 極 大 を木 し、 主
`l二

丘凛 、ダ 日、 ノ1｀ 長←ら
′の が//4た

ん 考 ″ 以
後

″′ブ易あ%の 米 外部 崚敗 スペ ク トル と惣 め て類 似 レてい

る。 また二の々女のホ外部吸度スペクトル!よ /′ ′ぅ〃 |〔 ン笏タルん́

吸広 絆 が あ り,こ メ■ た ′ん4髪″多 a″2多′〃 あ栢 当 すう吸承 乙全
/

く―タイいろ…よつて■■に行られたんあ″型/必笏ル物あイ
″イグレ笏

“
″η夕″″ ″́:は次のハずォιク`の嬢⊆Z右すべ乏であろノ

^   `

C」 l,0

C tt,0

te

●‐１
〆

，′

，́
‐
ｒ
ド
”
　
　
「
　
．̈
Ｖ
Ｉ
　

“
　

，

Ｊ

ノ

て

′

ｆ

ｅ́
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夕財多いて~晨 諸辰 負■ ■て昇率 と しめた後、 メタ ノー

ルで 再4■ 晶すろて ノ′ι′/′ノ″/27・ の行状 晶 てなろ″ 小 島 手分新 の鋒

黒 ι′″′グの /1/に 網 者 ずろf仁 ケ 吹 て` その紫 外イκ吸原 スペ ク トル

は λ″′欠 4μ びし εリズ
"ζ“

製り′27′

“

jリノ3ズすζ∴♪/2θ
“

′(舅 Pa)で

ρカル ″ι〃易 Z″み2特有 の吸攻 t承 し、
`た

ふ 外添啜イて入ペ ク ト′レ

″ :′

'



・０

で は ノ′′t″ に 崚 藤 が あ リ ノ乙Zιん多″ι の 存 在 乞 ス す .

され:ゎ
:の 幸矢から水旨はノ_だ″泳ノ

_″
:″
●″%ルメィ′y″菱場′

(,riィ:F/'_κ
 /′多′ン́)::″滋″″ηι″勿ルみ姥4 αχ///ソ てヽあろ

`ジ
な人 す

るこ′ドを表るのである1‐
1家二盗・を先さにみ″zン潔7- ょり蠅等した/′み る  「

θ―   ・

Zイン
ノ /ケ彪物%あ

て多
勿 れレ″″″こ そ 〆 ノ″多

～

ジウ /。 4だ な イ ろ も 漂 夫

縛下こ ずキ 颯外部曖 政 人べ ′ 卜 ,レ 、 ふ外否 4皮 ペ ペ れ卜′レも|ャに   1。 ,

え全 4-‐ 家 七みたの であ る。        11■
j o '( /ru/z'Va*'a - 2 - et/T//t-r-"--z/./-/ca'-.t.tazzp. ig ({{/,:ty) t-(

う わ´ ●乖 ろギ がヨ埓らが こ な っ た の で` あ る。

次 上 の べ た 者 看 の赤 %と ノう″ ル
ワイ″:蒻 脅

″″″″ にそ して 行 わ ォι

た雄 盪赫 な わ翡債 生移震 に レ、 顔似 ア iレ カ 百 イ ドで ある
夕

″■
瘤診

篠 ピ Z参々iた ずる・とさ .

スベ 乞与 える争がで さる。

θt tι
4ηうρた多彦2移ンタ″″ た持して之ス|〔

02H'0

C卜139

(χχχ ly)

よつてノみ″る〃aノンι″
・ル″4,ま (イ/イの なる頑疑ヒ2看 する孝バ結論

され るの で あ る| ■ 1=    ‐

か く て発 え 以 来 ス7手 の坂 さ にわ た り口 疑 こな?て し`た夕 %ん ―

:●

脅
α才ルイ の 機 二 し よう で く ニ ユ|二 鮮ズ され た ので`あ ろ .

(χχ×り

「
　

，

ヽ

　

　

・
　

．

イン′♪
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第 二章 乃宅μ微か蒻じ の構 造

第丁師 徒来のだ′/〆″ヴクに向する研究

力′7髪勿́ レ滉′ |ぎ 並 篠、 たいJ― 及‐参上`え i久 島 ら
/η

十二よ つ ご分 諷され

た ヒデ ンノ``ナの フェ ノー ルと厖棠 てヽあ ら がヽ 最済は
今

ίた″″ん″″

∠今を さイtえ φ `た 二の
を′″たん″/ルιあ彦 の ク_″多″

グ
生 議 導体 は

ヒが ンバ チ` より分 氏 さォした κ
′′%″″んだZ1/‐ 致 する ことバ妊 られ

ていた。

/7'7年 に■り、ε′グ ,こん ι″ ′上だ及び久各のにより

脅 ″r″多́/″2に ′/πク～ニルク Y笈めわれた。それ
Fと

もに
ゥω 多́勿―

/シ″後  も きた 力″r′ /ι蒻～λレ多 ∠笈 め ら'れ る こ こ 乙な つ た 。

か グ ル ガ ー の 構 墜 看 名 に 噸 して |よ 、な 衆 そ れ が 非 常 に彼 誓 てヽ

ある た め も あ つ て か く象 名 はみ られ なが つ たo唯 こ 薇 平 三郊 者「 フ

ルガ ロ イ ド折 π の 回琢 ノ ク の 中 に ∠ わ 桂 僕 に 国 する わず か のス`豊
i

奨 わ る ■す ぎなしヽ の であ る。

印 ち 本 髪 ∠ ば ´嵌 々 薇 塔 ス に ヒ́者 :■ た メ で あ り、 アル ゴ ール か り

真修 晶 す る ∠依 徊 た 色 色 絶 繕 れ ρ長′2～ 2バι
ζ滋 ″ 角ο〕 ごレク〃″θ゙ 〃

Yな ろ ,

ネ岳1ま θ=`/7,基 た/イロ有し ″ち′ン″′/´ /´ζ°の/セ ケlι
ノ4告合●」~tつ

くる。 重つ∠レあ′́れ″″/ιZあ″ (=ル″シ′ι佛 ″0)乏 ジァゾ`メタンて`

メク ′レイらず る 乙、 θ―ι″3基 が /在颯城蒙かFじ ノ
1グ

4クレ ″″ノ姥ノZ2作っのみ
“"蛯

ル )

″ 遊 グ ∠なる ビに 載 され て 、ヽる。

第二節 たθ「|,14れ の分高及び性負

力 ‐年、イ ニ姉 l〔 も'い て′ン
“%″ r_Z2-の 分 勇 1■ 蘇 レ考こ墜 した

方ム 冬各 らオιた クロσ 水 )レ ムえ 歿 tぇ /省催 ツーダた ス てヽ 8、 り、

●

(2/少



`●

フエ ノール檻 `々 負セ:漕 ム する。 この アルカリ塔腋 にズ該 アン ιンt

鮨えてアン:暑ニジ産てレ1‐ 喜びクロむ《ルムで緒よし、そのクロロ
本 lt/ム セ 晨絡 してグ 量 の メタ ノ ール とな

`た
捩 時 珂狡 資 す る こ

力η ^れ たル´ が析 ム す る。

厖笏‐
み ノ鋭 を レ |な 水 よ り長 衛 晶 ずメ

′:薔 蒸 盪 掛 状 品  ァ ル コ ー ル よ

り黒色プリズス品″グ政′″～スクご・ク屹_Pf♪ ぞi■ 晟て
`つ

.て イ

“

ムす

る「 クド .1シ

`子

1た こ爵はf殷 有楔落珠 1・
|■ 非イに雀えてあるヶその

になス 1=(メ
'っ

:T/ィ′°
(:ε ■′ノニ ′プεθ〃 12で 多ろ。 ■「

^術
のμ 県■小子 ズ の

`/7/夕
θフ//に 編 肇 ■16含 牢仁 Z4え Zasz

ス に ょ り ′θ″3壇 バ ノィゴ存在 す る ことバ蠣ら か 乙 なつ た。

ホ岳直0イ桂 ノrゲ 水溶晨 に溶解 し、 これ l〔 炭該 アン毛ンな寿θえ

るこ4び わ ′ァル:ル多″ が箱 ス する。 また峰 クロル欽落歿 てホスム

|■ ■aす る。 これらの争笑に ブェ ノール准水 餃雇パ存在 レてぃる こ

∠

`不

レて、ヽ ろぅ |そ、ひぇ́ 多ιι ん 反た油
`徐

確 て、あるかわメクレン

ジオキシ墓ば々左 レこ ll。          .
´
「

′'′
″

～
″ノ″  ′ シ

｀
ア ン

｀
ノ タ ン て` ノ タ ル′ヒ ず ろ で 重 グ 百 ル 飲 坂 几

絵 /1■ の θブ″ 穆多
み ″

グ ル クじ物 多 〃7″ ●́ V´麦ど
°
の プ リスス 晶

`得

る .

芥な の 結 縣 |よ ι″ ち θ夕 〃  iく だ 当 し、 た え 友 は 叙

'D:―

/″ :‐

ζ
`=′「

2 ″すθ〃 )で ある.。

ホ 議は ′/シ″あ″π て|■ 一 のな く、今 そく 、たな表 て有 レ え 融ス

がホ奮琢 液 スペ クトル風 たの名 禾 、 |■ ‐笏 であ る ことが瞬 らか 乙な

つた。 まつ てヵンタァん務内握次′ |ぎ ″
″ θ・こ″ヨ基 /イdが θ″ 基

によっ た:も ので あろ 二
`が

確認 さォした。 1
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第 二 節 ん ψ ク機 らとμ後'あ の関き 庄

及び
｀
形 成 ″ あ構造石汗九

煎節 てヽ ′″ヽFちノ義場¢ tゾ ア ゾメタ ンて`メケル化 すれ |ど

｀
わ フ ニ

ノー7t/性 水核≦がメケ ,レ たされ ル 易́レイ が 生戌するここt塁 ヾた′

暉煮、ρ笏 ′滋夜イ 14上 尾 夭奮
わ及び

｀
βィノ ,盤ι 4んダのが均 ω燃

ンん焼 ″
`ィ

ッ ん笏 ιど∬多S″ ′鯵″ι″2.」.rκ S災 び /72´&ι
`′

∫ ´

を″″″′ 〆́んちル  ξリイト関 した ア lレ カ、ゴ イド
｀
で あつて そのオ脅壌Lに

な′ノ ′だ%彼″ん ノ 上え 、矢 島
4)|二 より ´″ ん場尻凌′ ス びメン

と才蒻

の鴛 盤 て次 の知 、閾 藝 ご レめ る マ l‐ よつ て え 全 に わ 太レた の でも る。

西ち た ん 笏 _等 の
は 穆 ″ 易 ´ の θノ梁

″ ~ta2磁 仏
`式

み

形姥ノ場″れた

`/ジ

′得 た 。

「

ぢ ズ移 ί r易  ば 鮮 該 水 係
`処

ガ ずる ∠ で

′み た
`″

どズにその兵と本 β %́易π ″りtう ろ  ́これらル易蒻´

(″ ζπりの本 外ィ吸贅 スベクト〕レは■に兵ろが
｀,ス 々合 成 した頸秋

り ただ易 ツ ′形の
“
徽ノZ稜物撼″′′z化ハ勿 0ノ ζうの あ米外部収唆スペ

クトル こ数仏 するので、その 7t‐ 整バ桟迄式 に禾奄れた林に植えさ4
た つて 9“浚多み のだヽ政基の位 置がス定 それ たのであ る。 これ が

｀

′ん
“
聴ぁヱ η学 ヒスた

・
|こ も有力 な手餃 乙し て面 tヽ わ1し たつても る。
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″のあ と  ;こ この カム セた 百す るたの 形 厖残ι lt″″笏ん%み

反 た t′言 う と C″ ″πガ″多 の 夕場 合 ど 同 じ
｀
く 一 種 の ′

`ル
笏場多 tう る が

｀

これ が ι″″″ ″  工 IJこ 表 した ん2ιが な ζの こ稚 め て類秋 した 紫

外部 K腋 ス そ クト ,レ t禾 す 二
`わ

ら` 、 ■の が勉んノンあ わ鷺 と が
｀
(Vノ

であ ろ どた だ され た。

…

棘

よ つ て こ こ に′
``′

易 を  つ ア ル コ ー ル と メく欣 誓 のれ 重 はあ 杉 メル ´

∠呵左 Eで あ る∠ 茨 え てえ た ′ てヽ ぁ る。

貢 |[′/″″以み′ は 委R水
`薫 蒟女どズ● (々す る こ モ ノ アセ チ′レ体  〈

′
VIり とズ

kク グ 差 (7″ )と 71戌 す る′ この 夕 (庁いよ フ ェ リ ケ アシ該 私 |二 よ り

′ルタ″Zみノ蒻″(7111J lfな る.こ れほノ″ν憲れィン″〉場 ル́ (lχ )υ ら`

′夕
i林 α)i4て

'そ

導 され たも ″と二致 したのでヽあ る。 ‐  ~

●

齢  

―ドニ重墜21
(YI)

+|1鳳想
σ llリ

|

CH39

CH30

ιH3θ

Cけ30

(IY)

〈Ю,■ 串〔珊号出蛉
(▽ ‖|)

以上だ壺
'ヾ

たようなイズ がら ″ル″″″ι ″基本 traκ及 びァ ,レ コ ー

′レ7L水 政碁の荘 Eぶ 質
:ら か 14/4-り 、 二こてヽ 1く 々略 ずるが 二童絶合つ

位置 の解 )ズ ビ大に′/″われこ の轟ヒ |`(χ l)の な く茨えをれ たので あ

るρ 従つて 乃物ヶ%勿″ルク詢くスの蒸 登 ″ Vヽ ずれが てヽあるて移髪 さ十 る。

0● 5o

H0

(Y)

α わ



第四百る/″″タル7易 θヽタタ′―″ ″/7/―の生成
及び 励fρ/―/2の ホ罫造

著者 ?得 た ん 74尻 ″′ の葦 i● 種夕 |〔 すぎなか
'た

のでなる・ヾ

くク
ヽ
ヨの 分量 z昭ぃ て々 菊 4反 パ 毛イそう松妥 r“ まゃれ て ヽヽた。 そ

の関体 て` もつ と も焦 キ よ く わ グ
Z易ル″′ の フエ ノ_ル′性水 核 4の こ

逓 七人 た する ためズの よう な 方ス セ林 つ たグ てIあ る。

先ゲ
｀
多らゲわ セ■ヶルイこし,で ―́ど蒻場%ィ〃勿膨ル′ と し こ

れ について′ルル後ι の構 堕荀 笏●■ざυゝて行 ゎ′した分解灰た 之瓜 用

ィトル/2-―々 を ″  蓄 轟 資 えん ビイのたぅ ェル賜合 えら′́じる

毯 ″ ノクル
″ 笏 ″ 7/_″ 認 手 公 早 皮 ず え き に 著 者 ,■ よ つ て を 教 乏 /t

なイ「́ ″″ノ・々ィク%″ノー′ク′々イタィ (´ぅ12:/′
‐∠ィ′

`´

ノィリ

′移 Z―/_%グ蒻 ψ`戎は Z√ イをノ・/1/竹焼‐ノ「βノダ́イル′η:ζイ2`/;―

4/´
`´

イ′)″蒻 z″そ彦ク1″
″〆: ?し ず`

`ι

グ|千

=i衣
:す る等て`ある?

ズ、ぃず′κ一致ず、ろががたてすれば′たく,|に /2_´
‐
み ィブィン2ク フエ

ノール晨水該場の仁置は証調できるわけて`ある.

そこで み´̂ みを  の メタ ノ _ル 迭敢 |■ 4剣 のジア デ ェ クンク

エーテ ′レを歿 t臓 な z肩 1■ 三湯 に次 匿ずろ2:しη ″み′〃 え oち :

―/′/:こι=´′4 /_― tθ 〃 )の 笏 質 t//1た 。 本岳 ″参 子式 |く の′た ,

らわ 二相 者 レ、 も に、 だす社 ァル ヵ りにた解こ ず,M7.ゴ ル欽 |■ よ

る丘な もな いら X′2イ4′  ,去 に よる ス量穫罰ま ′ろ4基 ムが`4&〃ヶ基

り`
｀
人 マ ン何 存在 ず る.こ こ え永tし てしヽ ろ. 即ちが

`は
力θ́み みら″2の

プニ ノール仁 ポ成4が ェチル名 全ィし、身にフェ スー ′レ4生 となつた ′一

左″琲′″ り″ι%″以″2(χ″)`ヽ そ ろ。
｀

こ?み /―Fィ〆 ″
レ 々 響■

`争 `ぶ
米 訴 確 rボ だ 上 ら時 画 驚 《 ■ ろ

こ ェ ■テ
'レ

可溶 の選 碁牲 く ノ ノ セ チ lL/手 辱 姿ヽ ′′
“

ゥ

`「

各 ′檸
i,パr

〃物″年■χ〃
'4′

/″～ノ′
`ち

←Jォ〃ノ1(ε二́′ ξι′〃 .♪ t
なや。同えにわずかでにぁるが IL‐ テ7t/不 たつ考薇ん がと炭する。

1

スにこの ′‐/.″ ―́‐
″ ―″′′4-iは に どャに

/」′～′″′°で,3詩 lalむ 熱 するなら|ギ そあ:久 下参衣`エーテル不ス
:

.                        (ス
`♪

0

●

・

●

0
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ク ロ 百 水 ダ ム 4■ 洛 の 夕 薇 長 に な る .1こ あ も ″ バ %%ィン
形″π″

多
ル ター

′イ 4〆 〃夕″ 笏 残 雇 易 % 労簿 イχiv)て‐ぁ る こ と は煎 節 てヽ のべ た

ノノ勿″ 乙魚 ネ 蘇 眩 の 灰た 戌 歓 体 ″ヽ わ た か 准 コけ る こ と が な 未 ろ´

」つ て 名 脅 は この ク薇 猛 七 直 ち 1■ 次 の 蔵 仏 久た |(ク けヽ た の で /-5る 。

訂 っ 上

`/″ ″
″ 彦 物 場 ′ Z″〆 ″ ′

み ル '―″ ?し 淮 tホ 血 夕と

``ル
|〔 すク %ア プレ」 一 ′レ中 水 若 二 て` 3ユfロ カロ熙 する と、 夕 |コ つ 水

ルム て 力 の 中性 物 安 屯 得 た .二 れ t/″ ～′ズ′
ク

`治
逓 )/2///a″  で

蒸 蒟 レ、 そ J)系 首 生 成 初 2ェ タ ノー Jt/て 鼻 〔を発 す る どノそ′二凌み えガ
°

ル/2fべ 晶 (イツリ バ 得 られ た , この 物 質 の 気 外 部 吸 衣 スペ ノ ト ル は

入ノπ́ヤ ″″ 多 3ι )3`″ ζク′た2イ′́ζタクノリン
'2●

6ι ″え
'ク
θ02の

で、ゥ
`rの

べたノ/拷〃
"′

珍ί′場″″ノ/物″ ググ′彰%″杉 ´́ /―

″ιπグ″多 そ の鮨 き ′ノ′″ノ ″ ′%揚多´″ α場&4″´ 特 有 の 1べ 度 乏 永 す 。

ス そ の 水 タト衣 放 久 ヾ ク ト ,レ に お い て は ノιzク′″ ″ の 頭 衣 市 ζ乙 与́ ク

'
が 誕 め ら れ た 。                      '

●

[:ダ
(γ ll) (χ lV' (χ v〕

`R=CHj′

R′=Cz 11,′ ヌば IR=〔 :‖ ,ノ  11年 こ
'1」

)

ホ 者のな ,ミ ′∠が
｀
ホタト崚液 ′、ベ クトル セ誡 ″に″ノ多ちクんクー́ ご″

/ρ/2クί 勿 ν ″ ′″π″″′ `に 較 す る ∠ 一 歿 七 す
｀
え 蔵 ″誓 票 ι蔵 芸 確 下 バ

うる′9ら オし′5タ

ニメ1:4反 し  爪 移 乏 鬼 さ |二 合 成 し た 2・ /r″残z多 _ノ 〃%蒻a2ν ′ノ′′ん′″

ィ2′ ŕ/ン _//′′′′′り′″勿 ″ ん′′‐/´修/22 ∠泥 畝 した移 栞、 蔵 ズ|〔 4
千七ずl またホクト吸 収 スペ ク ト|レ スが 紫クト都づい狡スペ ク ト ,ン ラスに

え杢 |■ ―数す る ことがギJ口層レたのて。あ る。

ま つ で こ こ |二 θ―左z花″ ″ り′老復杉″
グ″zょ り卑 クヽ /Lた ′″ ″́″ ′″易 ―

″ら″ の 構 ニ バ 之 尺 さ オし、 彼 つ で ′―だ夕し
′ ″′7形易′残レノ け ζXVl)ノ

/2′/′ル′菱
"冽

ぎ (χソ||)て あヽ らわされ る こと∠なろ´

X上 の篇 π i■ より者 看 は椎 く少憂 の凍科 乞 瀬 レヽ て ここに′″′′ルハ″杉

(χ‖|)

0アジ



,の 構 盗セス 質 す・ 6 こ と が てヽ さ を の で あヽ る。
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A nhydrodahydr0- 0 e.thyl- klr TluviinDne

( ? ettro*y -6- methory+nrol ino (l,z' t'-i; taa, rc )'
lhenanthri done )

I (: Fthory -4 ntel.hor! ben3oy L)- indole
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●

●

第四章 厖″均影響夕物れの構造

第=師 レノ″り /ツク″″π́ rノ〃の分商振び`桂貞

ヤ 三車 々二節 てヽゴ ,ヽ た`よう に レて フ エノール 性 フル カ ロ イ ド
｀
っ7

、ゴGホ ′レム消 ま液 蒸ボて 、し夕
｀
量 のメタノ f`%子 J口 た て桑J韓14挙 撃 レ

(1命 なすo″ ノア/″-2セ 除ムレノ:そ 0そ な 渾確 レて得ら枠

た な 違 4酢 酸 エタ ル て 乙 も に 水 浴 上 で 緩 凛 レ、■摘 ム ス 半ガ 省 レ看後

フ ル ミ す ク 百 く ヽ 4か け て 辞 磁 エ タ レ で1晟 噸 レ:、 二の を な 漱 孝 ま 僣

教、

“

欧 ェタルてカロえて反 感ず ろ
`こ

二〔冬雀針 状 議が纂 ム するぉ・

1こ の雀 晶

`“
眩 ェタ ル或巨無ガィ リ為

“

皐 去登
`、

ノク「ン 3～ :ズィ/°

´冬 色針ポ 老 4な る。       1 1_1■ ■ ‐ :  i

ホ岳にアルゴ´
'レ

、アこトン、クロ百本 ,レ ム l‐ をお ご藤な手チレ,

4カ・ 可汚: 看ガ手―′ !レ l「 な準看 F `:0「 なな蒸 |ヽ :〔メ:,ゅ :す 名″′°

(ご :′′フ′  ε〃 ″ 」  )で あヽ
`る

。 ジ令 え %苛外生ジ ´夕
い

,各 スに ,石

`浄

レ
`・

蛭フ
`レ

欽 落 液 てヽ 紫4に こ こ す るこ と がら フエ ノー ル桂 笏 負 て`あ る

ミヒ41可 らり` て`あろ′

分看の係スは ε/7〃ノタθ4Nl・ オご当し、 θ‐ι4基 が /イロ存在すること`

が 頭 ら か て な つ、た 。

本 選 の 味 タト系 啄 収 入 ベ ク ト レ |ま λ ″%ィ ″グ =あ
讐ι)22′ (夕 夕2ら

2/′ (2♂鋭ンタCク3♪ で〃′″ノ
4夕
ι′́易密のЙミ外

`て

ス2文 スペクトノレて
さ力 ρて よく類休 しても

｀
り,ん

/ご
′′/｀たι 々 ノ″″ 移∠

/″r海′

″∠

"´
″″Z等 の吸 衣 バ νヽず

｀
れ も徴 虔♂す/4/_有 立 のみに あつて、 唯 一

日 の ヾンピ:ン 核べ矛
`ヽ

工 t/え ///で か 子中 に存在 レて`いるこ とを 示 すの

と1ま さ く妥 つてご ろ″ この奪表 よ り水 岳ま ル ″ //ι′″蛯ι と百仏 ヾ

/ど
｀
ン秋 に菫続 した タクトンバ が 存在 する もの

`た
えられ る。

この 考 えた脅た して その六 外吸戒 スペ ク トル |■ は ,′ ら
“
 と

`1タ
に頭 放 バ あり、 水畝基 ∠ラク トン カ レボ ニ

'レ
の存在 す ること とス レ

く、ヽろ .

●

(,′ )



・●

バ髪基 乞ジアプメタン でメヶ ル化す うY/タ イタ″
んイク∫

°
あモノメ

タレ蒸 専春 てなろ。介桁 の修栞 ι/′ 〃2ノ θ4ス/ にゼ 当し そのなス

度は (叔 〕Dt十 ′4/° ごごミ′f/ θ〃 ι′3 )で ある。 この      中

力″″ ′〃α/2 裁辱林ば蛉ア ルガリ=落来た落解とず、gク むル伏

落次にてもこそ しない。

即 ち 非 フ 三 ハニ ル と で あ る 。 そ わ 紫 外 菰 衣 政 ス /N・ グ ト ル は 入 ″家

考″ [んをfり ■本″:ン ら2″ζユ
'′λ IPあ と。ッタ)で ぁリ ホ  .

外坂放人々グートルは、二ざ2μ にググトンわレボニル'の 改度があるρ
‐この蛛 4｀ 不 r歿 バ木外部 咳:り女人ぐ :ク トJt/に ィ′″ガタ

:の
i´

"燿
の そ.イし

`△
く
｀
二

贅 レ 、 亘 つ 滅 諸 あ 紘 栞 、
1諸

去 4下 也 ず 、 向 一 効 で、ぁ る こ ど

が燿 誕 それ ためで ある.:「   …■ 1   _1 , 1 ,

ス上ので家から水た基|よ %〃あ′π″́ ″′ のZら み Ĺε4基 のうち

の/つ が ´〃基
`な

ったもの ご歳ζメケッ仏 したもの )で あ`ろ ミゼが
｀

フ(ら か ル〔なつ た し          ｀      ‐

そ こ1で 著 者 は 三わ前 漬 裏 tp夕 を Z〆 ル 滋 み あ メル 之ネ 名 レ

ブ生 .                         :       :         :
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●

第二師 Dι″ ん″″αη″タノル″P///″′磁″
及び ′/″ わ揚ク の構造■/の 関連 性

p        ぁ′場′ は者考 |〔 よ って とがンバナよりば

じ`めて植 ムされたブニノール牲 フ|レ カビイド`であるが
｀
、それがオに帝

に依菫であるたたわ彦野にのラルカコヽイド`に々 わかのぢ宏で菌直づ`lケ

な、ケ淮ぼその載立t頂 ぅかにする ことヽ」不可筵 とだわれた
.。  どころ

が輛簾てヽ途べた挙「く、.孝 い |′cも ジ`アプメ タン之肩いてメラ→レ仏する

こピト■より■戌した0-″νある多′―′彦雄孝を′́ん″ク2/微
“
′ιz /4′

/2ク～/た゛
が ″′〃´ %字れ に一次 した ことlま n脅 の燃 生上の関

添 之 瞬 白 なら レめ √ヽ 物夜z潔夕
ら わ ″ 々 ″ ル タに  の 構 ヒ 茨 ■ 2客 易

な ら レ め ろに 人 さ い番 寺 4な っ た の であ る。 な ぜ な わ ば
｀
〃わί

夕 のあ′

の轟豊 は離 に上屋、 矢島 らの つによ リズ の如 く証鰊 それ てヽヽ ろか ら

で あ る .

如ち薇 等 は 〃 夕́め
々 の rガク  の紫 タト不K液 スペ ク ト ,レ 及び

｀
ホ外 ス 、

ベ ク ト ,ン ″` らベンビ ン核 に重化 した δ_ラ ク トン (工 )の 存在 ■進 足

した。
●

ヽ

(I♪

く ■こ` //2〃める ″ん渉″イ 老 上1'41月 そ でヽ壺 な してんノ ζ二)て し 、

東に これ を布疏 畝 て,延 メ して /″/7μ″ zπz物 ″″ Z錫?″う のたん´

ζIり なる 新 ら レ、、■ ― テレ 顔 七 石 す ろ狗 象 に移 行 させ る こ 4に よ つ

て これ t仏 準的 にも証 明 した 。
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これによ り〃′ノ′杉 ι′ルク ζイの ιヾ ラク トンメ と右 する娠基そ`ある

ことが之 実/_証

“

でれた。
‐   一 方 せ た ん ノ′″夕σ′rル4は 472″ 多れ ″ レζの の グ 曰 ム 該 殷 仏 戌

薇
`一

致 する。薇 等 ば X/2%杉ル の πノ〃 ―′カル ηγ 選 え体 ζソ|〕

'  セ Pd― cて 腱 水素 して //4ら れ た,新 質 (″ |ル /ヾタル,ル霰 こ%Z″″ん
“

てン|||)の メケ レ ンジ`オキ ン暮 tジ メ トオ キシ塁に 亥えた ζ×)を 2井 C

.   (}%水 ス レたもの て一熱 レた
`し

う` こつ ら` 、∠グίr―/_ズ ぴ

〃 /́″ /7“ルわ密の構 造 セ論 じ`、 その経颯、ル ″
脅 ω

「
れ の群 三 |よ

(Iフリ にイとな らな ぃ て大 足 した。

llCけ 3

(IV)

′/協 ″́ム%″

(ν llり

9Ct

(ν )

€''t" - I 7cz).ze

>ぐ

OH

(IY)

●

ヽ

Ｃ

一
　

“

昨
一　
・

卸
tCO。寛

Or_H3

(ソ ‖)

Ṕd― C

(VI)

● |

て|〔 さを|〔 のべ`たが 休却ちみん″″″ グ蒻セル″ル場́
`/′

うに

っ t、 て 奨 味 あ ろ 所 え が 上 た 、'接 川
a)に

よつて 行 わ れ たo  ・
'

市ち 飛ん%%″Zη _んノ″ののだ捗多 之ピリジン及が` ル身/ク多″=易

∠てもに処だず″tぼレ″勿^″ンη ″″″笏′a%ん/‐‐α/″ ∠なろ。 これを

/〃ι∠多rか盪 I′ パ/― ク″′ のイオンな影0針 形のカラムt象 して

アタ
歩 ι杉 (/〃 /'て しで 更 に規 嗽 セカロえて %参ιa滋 ごχlの レ小え

て後 、冬分解 を行 夕と 3薇 娠 るたり″ α /)に イヒ成す る こど

(33)



●

か ,耳 ら か 13さ ォtた の で あ る。

t瀾 11, C19
010

(イ |)

FOむ bl。「iJQ

(Yll)

●

ヱ

. cf3

( Ylll) (XIV,

.TI千 の所

`|千

よ つ

`ん

″ 汐 ″′滋 セ ノ し″場 ノ |〔 ズ教 ずる方

'り

ヽ1'ミ ,Я奎三ことれた わ 1`「 そ毛
'つ

て、 これ レニ」 |り 商 Źヨ の構 堕 上 の|ズ 上自二任 |が
｀
ま

リー雇 照 わが l■ な ると人 に 二の 反た ば著者のだし杉蒻%診ん″イ /″″́多

の水畝 麦 ゎこ 遜決ズ ′■も右 オ r二 利 粛 しらろ で バそ だ され たので`あ る。

第三節 0-E″雹ンにル′滋〃 多″クω′レ́ より

Aノなん″ル///″易―θ-2%ィ″ψみ″ クの生成

節 立 の如 く D■″夕ん
ち″多%場″

脅
じθ″ι〃 屯 メケ ブレん す ′ιば

｀
力勿″″4斧

二″ルに 1〔
二致 す る

.こ とが 可 わ かに な っ た の で /厖″ 〃
〆

ん 77Zr″″ル
“

の構 じ に つ い ては その フエ ノー ル 桂 米 政 基 っ位 置 て茨 筵 すれ ば ょ tヽ

こ こに なつ た 。                          ‐

:そ こで 看 者 は その 方 ラム 4し て 前 姉 に の′ヾ た ル ,ψふ■ί 湯 多 く り

″ 多 ´虎ン″ に議 専 す る 仄た セ:パ
扁 す るの が燿 04夭 て あ つう `看

え

た 。                                                            、  =

‐先づ`D_      のぁftt ζχ/り 1の アlレ コー,レ 然腋にジアジ`
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「
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●

●

(Xν l)

(降 H/RttC岸 ,)

9r(R=ct,Kノ =日 )

●

0'

エタ ンの ■ ―テ′レ塔漱 仁力百え狡 亘 す る ビ .非 フェ ノー ル性 の ′一

彫グ ル″蒻午ι/-22々″ ″ α四|)夕 ´ ～ス́″°o)J十たえ°

ζι:42ク ロロホルム♪t煮 そ行状晶として特 る。

フ ′́ f多7-蒻杉劣 ″ 7″rン なりr残渉′2r_
に溶解 レ 〃 ″́ルののん滋″ よリ ル″物 ク み る P“乏

マ
“

混
年

に専 し`

た蒔ι咸杯、ムブ′ノ〃4で ビ元するてみル″ ´影″〆―

″ Z4ηι%あ′πみイン″じク (イ/111)/“〆/夕"/2ダ
t得 る。

(イ ソ‖)

(R=C晦 ′Kttα H5)   (K=CHぅ′K生らHF)

(Dr(R=CH夕 /Rttεち) οr(資2Htt R4で略)

次に この み ん滅

“

あ ′́ 体 七鳴系 す るため ′́ みん″蹴′ S“′Pん″/ノ
ー

ル ル rグル  ∠ ピ リジ ン`の 存在下 一々 雲湿 |■ 荻 菫 し 愛に 一時自米浴

七 おく した後  壺利の ピリ ゾンセ首 去 し、 その 残 査 tホG44か し、

よくエーテ |レ てヽえ濾 した後  そ のア ルヵ り暴雀 屯 した′ノ″あ彦″″

/R4-/′′のカ ラム z血 して口紙 アンモ ニウム、 こド
｀
百 オキン ド

`
し、 ン ι乏 ゴー ド

｀
小宗歿 てヽ 中和 し、戒 ´ で不券 セ旨久 し、′―どz多イ ー

ク ノ 勿″場 な の ~r_ド｀
メ タ ラー ト (ズ lχ )乏 単 商 しよう としたが)

ピリジンづ― ド水 家承猛 が泥在 して権鉄 べ 不裁ォ にに つ たのてヽ、 こ

の揮 家 のJ― ドリ ケ ラー トτ /4``ι てヽ ク
・

リド(イズ)乙 じ (、 これ を

老 静 じ /シ～ズク′・`ら,0/″″ で黒 綸 した 首出物 tケ ロロ 本ルム廃煤

くア|に チクロマトt行 、ヽ 情秩レど″勧イ″移 グ我ン22を 得んとし

た9 ク lJ日 本 ルム て` は じ`め |■ )石 颯 した察 東 セ暮 び蒸 者 レニ タノ ール

よ り暮

“

晶 す る と ″7′〃～′/° の僣 串 ど:な ろ a         l

本 こ は微 重 でヽ え素 介 杵 セ行 ゎ ■4ば 呟 禾 な が つ /― バ 、 このものタ

ζχVIII)

(′ 7♪



●ヽ

紫外都吸衣ジく́ぐク ト)レ (え″グ ″家 節 をε)2を ζ

“
'の

,シ/こ劣 7́♪ るヾ

A″ ″ ′́夕老′αク́
―′/ル歳 ″ の 紫外部吸敗 スペクト

'レ

どょ く家秋 レ

< v\ b - y, tt, ,c. {t& tt 4n/"7dto /zb?c/.a-O-zH/, ftayfLtr)Ltra(XXt)

て、あ る と を た られ るρ        ,.1■

上 %の ア′レミナ クロマ ト
`更

に クロロ本ノノムで芳ス すると /夕つ
～

2ヵ〆ツ θ′′/″ で`兵 主昇車 し、 メタ ノールょ り4結 晶 しう る

グ ⊇p/～ イ2′ ?の 勿 質 七得 た″ このものは ′ √″″
易″″九髪 て

は 一 家 レ な t｀ o

しが
、
しながらル F彦レχ/_∠

~〃´%名
/― /″/だ′/ノ |ノηOし :/1/〃ぇ、

加 //_″ %税″ αχわ 子泥秋の結栞融点は躊下七ず更にその

紫クト不啜妓スペクト,レバιヾホタト吸攻 ス/ヾ クト)レ /_も に全く一致した

のでヽある。    ・

この杯 に一挙 に老 右の家て 目的笏 がぇられ /‐ 孝はそ顛 t/な かつ た

竹●ヤ́が′「fOだ 年々″″セ が攻たの企中にれ てヽ
i ■ ■ '   i

ィル
ク 多 η 体 に ま てヽ 女花 レ 、 東 IF重気 餃 仏 ヒ よ りχ″ %易 2に なつ た

もの こ 思 わ れ る。_  _        1 '・
  メ ｀

●

●

込
一

―  εHう ο

(2H,0

(κχ) ■・「
: : _ (χγl)

以上の反た は左レタ馘 ´ 場  の状、群不スの ため: く リ

がえレて行う 三てがてヽ さすヽ  従 つ て各ギ堪載答t補掟 するな公 はなか

ｒ
・　
　
　
ｓ
　

ヽ
，

　
　

，
　

）́

(o
(χχll)

ぐgた
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●

つ たわ けで あ るが 多 ど易 χ
/―

ど―滋 場 χ
″ η ″́/― C2`/′―/後 ′刀

″ ″ ″ あ 減ん ″ がた 々千
た 煮笑 より丞 美 に ′―ど″

Z蒻影″ /―

場 υ
亀

″
「

れ の構止 が ζx× |||ク であ る こ 乙を示 して いる。

その経基θ―左ィ〆″ ′イタノZ´″%髪ὴ″
rれ 以いてはβ場″

― 珍 απジ易′ の フエ ノ ール荏 水 餃基 の仁 二 も晴 らかに な り

′″″みち″%%∞れωrュ |ま ζXXIゾ )の とさ極菫であることがた
た レた。

●

θ

(KX‖ |)

0

(χ /1ソリ

第:四節 D″″z%んZん″″つあr′″′P―ル//″レ″″及び`

ルクaιttψヴィ″多この71ノールノ【LζК画灸基の桂農

豪後 ヒ著者 は /んπル
タ ″

「

凛 ノル ″ Z及 び
ヽ
/及η″′みち″

‐

彰揚η"の  「
″ の標本 七林 多 して ど、ヽた 場合 ″をその 反合 ヒ仏心

溝望 との図像 につ 、ヽ て考来 zヵ口ぇた に`。

′″Zα″脅彪
η
α″ ル́を し は 長 時 口 茨薫 する と 、1ぼ じ

｀
め の 麦 色結 晶 が次

ヤ l■ 石 と こな |〕 坂 久 に はく く に 家化 する。 こ1し は Nの
`な

りの こん

は特 に活投 て あ るので 髪 麦が 三 え家化 |[よ り客場 |=鬼 ず aあ 2′″

型緯ビ (″ の と と り、 それ い ら 彙 にズイ乙が 生 んだ 緒 泉 【を ぇ う1し ろ

の で あ るク

´毛1板 に′■%″移夕 ″́′ η′〃バ′́た こへんがわつた場斉
レ■あつた こずれ ば

｀
、それ |よ 望う■畝仏乏クげて (X× VI)の 杯 ム

′κι%″″″″'構こ と ころ捩

“

はなるかに 少 しヽもの と迅 われ る。

輩美 〃′c″笏磁を2は 長薪伝 各するモリ花 ん 2者も 荻仏 は認 めらわ

‘
　
　
ヽ
　
％
　
　
　
●
　
　
●

一●

●

Gク′

'
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てぃ。ρ多″多〃″%ク″″ノ″ン″姥ら に詮■ても同体てヽあるρ

即 わ こ の ぎ 夫 |よ ρ ″ Zttη oルレ″ の フ ェ ノ ール性 本 政 基 が 著 者

の 6え た 在 置 に あ る 証 稼 と も υヽ ゎ こ
`バ

で き よ ク _

更|[ヨ た ノ″ 7■″ル′ノ2~~%イル″夕のが多 の贅定性

もよ く誂 1圧 て メιる の てヽ あ る。

OH

(Yγ V) (χχVI)

終 り |■ の そみ ホ研 乞 |■ 除 しく ん 行 資 馬 ξ ろ術 猪 辱 名賜 つた 嘔‖千 ヒ

尾 た 次 バ 家教 レ■対 し、 ,じ よ リポ奇 の克
`表

す る。 ま た布 乞 ′二て″こゑ

ノ勿 縁 Zラ ″ ′厖 ` を え与 aル 、イテF教 之 下さ つ た重 派 手 ニバ 褥 在 、

こび 1〔 彬,孝炊力とてた くの花F楔霞t賜 つた カナダク ィ I^飛後ι響し博
~Lヽ アメリカの

/ε ,″ノ/Z死 れ́ 博 士 静 町 葉 大の 若 魚 貞 二学長 ,関 屋 実 教響鋼〔ポ 謝

ず る。

ま た た 系 分布 を た 行 ご られ た嵌 大 石 口 者 暉 反 び 紫 外 部 咲 攻 ス ベ ク

トル セ滉J気さ れた 豚 人 裔 蝙 角 情 、 ホ タ`不 吸歿 スペ ク ト/t/`測 た こ ら

Jし た 大 H~ホ 裂 菜 大重 氏 1■ 慮 素 す る。 なる 、` また が 所 家 の 一 部 に動 カ

ピられ た 高岸靖 、 た 本 昌 弘 のコ 民 に き 調「する。      ｀

(ク /リ
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(2)滋%あ
珍 ε′ 易 乏 髪 駿 左

・      ′́ ι
“

ケ́影夕らわ%ル″ セ 少者 のア ,レ ゴーレ 暉落解 し、端窃乞咳 を

ぁ    5瘤 加 え 、 ァ ル ‐II― ′じt戒 嵐 F去 ず る と ′之クセ形蛯
晰々比銘死ルをと

1     の振咳塩 バ残
｀
る。 これ な ア′レコール よ り再結 晶 レ _2zg。

・     (凌 ″物の  の無 こ針状 品 を得 る。

ε〃ん′θ4N~″″

●,           マ針二畢値  c ごこ夕′  ″ る./≠   N ≠̀こ′

実らヽを狂  c ご′′ノ3  ″ ろ,3σ   N イ./2

験  の  部

〔々勿雄珍″蒻″の構造〕
' 〔l〕 風勿屁髪%ε″″2の 1生 凍

(ノ )磁 ″ ″

み∠χπ
響%κ夕後′″ 立 熱 湯 よ り数 回 再 結 晶 す そ こ と に ょ リ

ク 2“ ア～2ク′°(ルッ″υ)の

“

糸状光ス を有 す る微 かに女
`之帯び

｀
た針ズ品 を得 る.

C/`月/?a4_N_4〃 .θ

計算 値  ε よ3/7  月 /.ょ31 0ι″3 ε′ :

突協ヽ値  c 63/ノ   1-| 夕,ヮ ク  θε〃j どろ

上 %の 結ら 2無 水燐咳 のを 左てヽ /´
。́にて る時向波 及乾 減す

る ど 物′ ′′′～ 2イ 2° の響シKり物 にな る。    :   '
εz〃 /′ θ4Al

計算仁  ι /z′ 4/     //∠ ′ノ/     〃 劣′ダ

実卿さ値  ι ノノ,ァタ  ″ 5/ ″ /′

`フ
 イタ3 〃 ′゙//

升 _算 値  θι〃3  /′′ア  σ―ι〃3   ́  /Vi C″ 3  0
ズな種[ θε〃: ///2 ι―ε〃3 θ  /V―

`〃
ョ θ

(4『 )



●

′″銘″参ィンa%ィ筋に之ヨードメチノンとル熱し、得られた
″ %ね後"グ響‐ ″α%″  威 メタ ノール ーアセ トンか    ゛

ら再修発して ″″L■2■ 2ご2° そ″2脅 )(文献 /よ′・プ)と

な る 。              :   i

C/` 〃/夕 θ4〃 ‐ ε〃3 1
 ヽ         ト

11:輩::'テi lil::''
“
)/″グル″あ珍ι〆場    :

-92ノ

死ι ′́/ノ 七係小誅 咳 3″ン に考 か し 鎮

71K疎 滅 ソーダ ′′/′ をお え● フKオ上 イす時向 力熱 した 後 、裁 及

にて熙 71Kttk腋 た貿 久 し々介 |た 水 ″ タノ 1え 落解 す る 。 こ米七 ア

:ン 毛,■ ア響コZじ 夕T17口 六 )し へ で油 よ し、油 火
｀
液 を表咳 カ リて 乾

脈 、後 潅凛 茎脅ム サ ろ =疸製 ア之 チノン誘導体 ァ́ ″タ
セ行 ヽ こ

れ な メ タ ノー |レ よ り再 結晶 じ ク72′ ≠～ フ′ご
° のよ 2板ズ

ギ晶 た得 る。   ._ 1     .     : 1
1 : iθ 22 ″

^~ 
θ

'Nl. |            
・ |

計聟テ色 ε 4`′  ″ 乙́ ア だ 3,3夕  εθε〃し 5わ′2/
1 笑彎食をl ε β′″ 〃 ご1夕∠ ″ 3´′′  θ∂ι〃3 2′,夕′

は]ヮ :・ +34/。   (ε =θ′√′  A_~tθ 〃  )
IR cヾ=θ /f^75   `・ アι

に):ん坐〆″滋ノ晰 このみえ虚眩甕
,′″

ン タ 膨 ″ 皮
笏

″ グ 場 笙 七 エ ー テ ル に た か し 、 左 該 ゲ ス 飽   `

知 エーテ ′レを 加 え ると 直 ち)2老咳 aが 雄 ム する 。 乙れを ろ歎 じ   :
よく工 ~テ ル でた添 した後 、メ タンール よ り再緯 発す る。鋼 糸

~ ・

状 無 色針状 晶 ″夕 2げ。こ況とε彰夕 )(大 伏 272ρ ノ       
つ

C2ス 月23θ7N― //“ =」 ″2θ .    :.        0

計 準健  c ζ2′ 2/  〃  ろ′37・ ″.

失場ヽィ宣  ε  ご2′ 2ξ    tt  Z′
“
′

(//“ )｀

●

4o



●

●

(`)θ―    脅 f―
″ ダイ タε移  ′ /′ tニ タ ノー ,レ 、2よiタノ に落 か レ、

これに過余1の ジァゾメ タンのエーテ′ンを液:を 加 え、 /´ ET向 室温

に衣置 す る。落採 t留去 し、(だか ノ′究ァ 多得 る。 2れ に熱湯

に不落 、 メ タ ノ‐ JL/よ り再絡品 すれ ざ自色プ ムズム 晶 となる。

72ィ F/° (4`場 7)(文 軟 2フ≠～ 2夕23)で  ｀

キ  C｀′7(月 2外 'θ4`N           〕

ヽI  劃
=算

“

負 ic、 びァタノ : 〃 Z′ 夕′ ‐θε〃」 124/∠

突載さイ宣  C ィス●ク  村 z′ξ  _θε〃3  2´′多′

叙〕Di、
「

夕2、 こ
=.こ

で'三′′ク 解こ′//7♪ ′

〔Ⅱ)И妙りあリーθ
=α

ttκ″az′残珍ε′ク″

■ 勒ι
ti夕

｀
たみで|九立

これに 盟刺 の ジアソン タ ン のエーフν潅 漱 ゼ嘉 えて之 灘 〔衣 五

すろ。 2日 後 こ の浸な 文濃焔 レ、 ス に ジァ ソン タ ン′ エァテ

ル易表 4荘
iぇ

々 ,首 表■ し芝表 1:甚:凛 1`去 し残
ヽ
あヽ り|'タ セ

ツ
得 る。 これ な展 輛灌割泉 グロ ロ永 }レ ム ・アリι/コ ー

'レ
混派 (ノ

′′:/)

rに 落貞争LIi.ア 1レ'ミ .ナ クロ,マ トた、行 レ)」精製
~す

るυれ結論 力 η

を得 、 メ タ ノ ー ブレか ら為 化 発 す る て ´
賀′ ′′え° (μ

`ι

こと
考′1)の

煮色フノズ
‐
ム品となる。

こノ′H23 θtt N

計算仁  ε ζ′,″   ″

実験疸  ε ∠&ます  月

..、 ′
回 ヮ ー

ダ
g。 (ε =23す

_

●

Z3/

′ 22

/_r`θ 〃
｀

)
●

　

一ア

）

　

　

●
　
　
・
・

(′)/m渉´ヽθ―(〃グル%をゆ″形グιι%渉み盗
θ・ ″

″ 独 な ε″ 続 '2′
た夕 を費々 老みイヒカ雄 ′ご//‐ と

ともに 水滑 上 /時向 カワ無 した後 、反応 表 に永 水 Z多′ たたえ る.

その フk落次 に ョ ニド カ リ,=佗和 だ しめ る y/b″
"一

´ 一

″ κ″察 多ι″ 笏 ιι%z′ ″ 厖  /乙 夕 が
｀
流派 する 。

(″)



●

③
物

ιあ θ一 ′

・
ク /2象夕Z′夕ヽ

毛%C″ 、

・  よ認日彼な /`″ブ セ` ξ′〃 エタノ‐ ル 2″ に洛解 し、煮
′

_:立塩 2● グ 及〆す性 カグ 2よ夕 とルえ水蒲上:力 熱 ナる。 反   ・

た 経 後 /′ 拗M2し て雀 昴 バ浙 ム レは じめ、
1/時

向で:反 応 |ま え

_3す る。 この沈漱 乞クゴロ 水ル|べ てヽ油火ナろ ぃクロ■ /1Nル ム滲    t

液 なる虚政 スび
｀
■くで浣 tヽ 森 水せ形亀で乾颯 、潟蘇 ι 蓄ムす るとだ

ノ分 3″′ とイ手、 これ_セ /メ′～/夕′'(  浴  温  )ノ/′ /~     ,o

`昇
章痛 製 し、史 に昇率イυtメ タ ノー〃よ

・
り再循品 :レ ク /ぇ卜も

/7フ 1の 針状晶 t得 ろ。        ‐  1 ‐

“

7  八多クィ 7(ム をa)ズン ;(″′ぢ́ )P′ /′ (ク′∂7.'

3′
`,(コ

:7ε ) 3“´ (,:′よつ  ́      ・       `

次に認する ι―ε″像
後

_夕 _勿
学年ク

~イ
ング蒻   (3/′

スち /′ ― /′一/′ιノ″ )ρ 乞″れ′″浅″′″こ の塚 島 ど泥歌 の結

果焉飲魚 |`膵卜下レなヽヽ、

■開蒻一″″堂レ″クリ
1′
牛ク/子のヽ

。/′ )/2彪Lι ίψ
`ノ

生スレノιピι

1/DラーE滋″ ゴイー″彰レターι二       '易 滋 の

谷 滋

(/つ 3-//P′勿″夕
~4~″牧多乙乙びИ杉″=ζ~    ″

“

″グのれZろうん之 /■′ tァ セ トン ク
`ア

 に遊詳諄し、′
ク
′■

林ち れ ヽ`わ瘍諄 し、発束乳哺畝 人←勿′ を グ
`分

てヽか えろ。彙   ・

F_クρ芥 そのよ 屎ゝ つ . ス応物 は,く ズく/2´′夕ど に徐 々に   `
散 す ど式脅 色激数 が生 じる。 これたろ薇 し 2-蒻 夜 ′ 林 と   こ

`=物
″移 ィ本の潅△″7%′ 乞イGる 。 これ を苛仁 ソーダ洛液    ・

に落 解 し 、次 瑕 が ス 名導 入 す る ビ %´ ″ みを′`林 か 新 夕こ    ~

ヽ
t、       `′ を得る。 まキ 3ょ %  :             o

アルコールょり暮結晶し、黄こ針状晶クァ /′2～ /′」°と

,    なる^ 乙れは大献ここ 一致 する。        ‐

(“ど

'｀

・
オ

皿



●

(ノノ)3-石 ンを往
クZη多―イー″ ∂啜

Z多
―Z~`笏移繊々

π″″厖形
彩
%と

上え3-ィタんび%グーイー物る多⑫ィター
`―

′″みん%多わりυた
6′ セ /′ %者 桂 ソーグ 水落派 2ょ 夕′ 之洛解 し、ジニ チッノ

:疏該 :ノ′ セ ケそ づ
｀
っ加 え 、撹洋 しなが ら′時向水洛 上 にか澄

・サろピ女 色結 晶 が析 へす る。な後 これな ろ50す る と こ ι′を

得 る。イズ寺L 夕′%

.      アル ゴール よリニ結晶 すれば ζ′ /ι´～ ///° の安 色針状

晶 とな る。

C/0″ノノ θよN

計算色  C `3´
"

」く賭灸イa  C `3ン /7   月  ′り∂/ ‐

o"つ す 一 二膨 レ
η

-4-ク 後多める
多

―フ ´ %ン グ 孜 笏
ク

″ し  多 a2

上記蒻 らのん杉杉′生 ↓2′ セ・ベンガー′/,ア′場イ にみ

年し、フK/´ 多ι に滲解 した苛性ソーダ ′′セカえ、長 くれ

群 しな 労ヽ
｀
ら 71K滑 上 2´ ～ ′′

° 12て 立 く ン が ン、較 カ リ 」多 と 水

j2′′″ア に落解 した液 を濶 下 する_スた 終
`後

熱時 反応 漱 セ

ろ塁 す る。ベ ンダ ーノンを分 商レ (ろ ま た塩 咳 で咳住 r_す る と

淡黄色結晶バイKする。これをろ瑕し、アノヨ′
:を

行る。

はキ ア/%                i l  .
アルコー′ンより昇金発し、多″ 2バ～ 2/ぢ Fの 黄色プリズ

ム品 t得 る 。             .

C/′「ザノ′ θι Ⅳ

計算値  c プタノタ  〃 グι′  N cP/
ズ検箱i  c クアクア  〃 4ィ′  N c/´

(′ /)`‐ ルス
“

ッ
ークープπ¢後

"″

-2‐ 蒻 易
″ 膨Z2ル を

上に ハル磁 ,ααtt z′ /′ セ過東」の 形 ど
″

“
ガιを とビ

も に常次 に従 つ て処 理 、 多 [Zわ
η

一グT″多力多脅タ
ー2-クグレあ́

″  `ん多グπι を得 。 そ:の ま 、次 の反応 に用 いろ .

H 4,?z
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(2)2,3-2%〆″蒻Zだ2の ハ戌
″)の 沈́

″

―2%物′aえでュz´αα愛2ι αι彦ど /′′′之三ナれ仏烙卑″ óとともl二

ボ浴上でズ時呵カロ黙する。羞酸嫁 のを鋒が上んだ
｀
なか 勿

`薫
路に付

壮ビちP″γ″4°の首分έ

'を
得るメ

(′′)勿 ″ ン́フ″ え″滋ング4滋
店卑  ノタ%

/み  んぐ′ と無水工・ テ1/ ァ′″ノ に落解 し、く却

力こ洋しなバら (力の2´次に杉′ιイκ%%ンル∠之′θノ:tア′%イ の

ェ ーフアレに潟解 して新
~lNす

るゎ 直 ち に自色 縫発がオ昨火 し、ま

しく反応 する。 反た 2時面 マ してデ喧■:結 昴を よく水沈サ る。

粗篠発 //′′を得 る。 これを 二=フ′ノより4絃 発すれば グ

1/ヨよ～ /3/・ の針状ルヽ となる1「
.・  、な卑  ノ/′チ|

(′′i):θ蒻 ∠欠ク  ・            ・

:1  22ク2滋α妙
^″ 篠タニ .」2θ ′ セ蟹

=ノ

なアル ミ:夕′′

:∠ ともla 2/δ～壺Izク
。く プヽ時向わ蒸する。 その向盤んに互

咳 がスが発こ生するょス応後 1砕水 」′′′ヤ 1■ 髪群 しなバ らカロ

え、ク透 の五咳 な力 えた夕よ:な′
欠 した光漱 名 ろ表 す る。

｀
こた

と燃湯 ク′θ脅夕 |を とか レ、活性べ き加えて夙 ∈後 ろ最 し、

.ろ 茨 とす/in衣 逐す ると針掟 晶 ん′ t各る .:ィ″ /26～ /27'。

牧率 7`/         ● -1
(“ ″ ご″ 易 π

`竣
θ&場ある  ι″ `五流 イヒ蜂 2′ ζ′ 猛通 じ、意 水 共シウー

′ンタクー ヤ磁 洋 しな 場ヾ ら 、 /時向 /´´～ //グ |マ 加熱す

る。仄心液は筆 ゆ煮色 とな り次ン に示褐こにかゎろ,熱時ろ

通 し渇こ波な セ数回無無水キンロールてヽ油ム :こ れヒろ液と

谷 し、衣たするこ黄色ナ リズム晶 3′ t《彙
〕
4液 と滋縮 する

こユに /夕′ 七得 るデベンソド_ル より再結晶 しあグ /夕ζ～/〃°

の結晶 となる 。 K率  ′/%
α)43■ ′タ

タ
励 ″ル る 多

(ス)電 解 遺 た

く夕8)

0

ｒ

　

　

‘
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七
）

　

Ｌ

　

゛
）



ｏ
　

　

　

　

，

　
　
　
　

，

ス′ な ア′レコーリン タυっZ,2落 解 し2t%

流瑕 2′ ″́/t力 えて彪υ並な と し、八燿 した舜派 ■産υ睡と

して層 tl、 陽種波 ヒして ′′多 流 咳 /ア 、陽種 として発教

を目 |ヽ て ″ 472わ °て乾解逐スを行う夕 φ時向後 、乾流

著そちれ二下アリンゴ_ル を調去し、ガXと エーフνで扱盪

非擁基性物度と除こ 、|オ桂 ソーダ
｀
そアルカリ佐にし、菫島

した多基 乞ェーフ|レ て藉よ、窯1く 衣咳 カ リ(4疎 レた後、

減郷栞之%ム 、々分を戌氏晨%す るど ″♪′ζ～ル・の名か

′́′ 多 を 得 る 。  吹 率  ク ノz   、  :′

′ィレグ友  アルコー}レ より再徒 晟
=′

″ ノク/° (針 状 発)

(3)― 彦 該 ズ によ るた え 坂 た

' レ ノ万ク乞∠2 /ζ′ |マを
、ル% ξ多 を ,Z′ /ア リレコ

ニリレヤ 、左咳 にて PH ξ lを 株ち1 2時向 水港上 に/7● ぺ するっ

1反 応後 ろ五 、:ろ滋を裁 乏て脅 ムし:賞か とわ多所々 に燿辮 じ

工こテνて次法後ご1‐オ性 ブ
'レ

カリ
`ア

ル功つ性 にす る どき

整Й盪碁 がが火する。1之 ネた ューフ′レて猶 欠、
1乾 承後 、た

家t脅去 、残か と成エス壻 レ レ′しな～′ζ°i'の g粉
`),義

舞

之そ ろ ぅ  吹 率  23″   ―     ■ ■     :

tヽ みあれグ々  ア′レコールより再絡昴ノ 易″l'夕/ン (を |オイ,Fr)

i 酵解選ア予得た′′3・ 2夕えが'`;:`t― 、〕

r   a炒%凍2ヽ ∠泥摯づる.も な ,そ]率 Fセ リ…l・

青 Z″″%2π彪  /′ t′クタ多 A′
メ′′=と ビ1ン に1ゃ |く

ア ,レ コニメL/立わ物∠セrく「 、/時嵐
・
スも行上 でた 索、する も 、 11の

場合はアン3 1i a毯″&■′%を21まるゎれなかつた_

(C)∠メ/ι 〃4に よろθん易́ 銭多|・わ重な ~

θ― 〆%を  /′ t黒フK― フルタθ″フ にとかしたガ/ι

`〃4α /笠′ を加た、:′K浴 上 2日 向ル無 した後合水 エーデ|レ

を加えて入反たあムガ/′ 〃ォt分仔する。オ数とろスし、

ろ茨 乞殆 猛酸 で派 多分 島 し、色 鮫激 i寺性 ア ,レ カ リてア

′レカリ牲」■じ.五高と る多基 をエ ーラ リνて岩 火 .乾 像後 、

●

●

●
　
　
　
、

　

ハ
）
　

　

こ
　

・
）

(タタ)



(●

平―テルを省去じ.4/′ の′′3-2〃ン々 を得
,  る 。

_      滋 滋々    像″ /7夕 ο          I               P

:■    _      灰 3と 泥な す る もま く 確 下尋 す _ヽ     `

(3)夕
「

ど彰 数
多

―ど

「

ね %懇 %を
一
彫 η η 多 笏 ≧ (Jチ 2ぅ /′―/′ 〃 あ

/´ 〉 〃錫多″れ力筏グ後 のノヘ戌     ・ .         .。
(′ )2′ 3-´れメ″勿グル′―/― (ご―αん象りを―タータ θ受宅%一 え~

″
″ )易 形 栓

II -2′ 3-2″物″灸″  ス/′ 之ピリジン/″′ スタクロ
ロホ )レ ヘ ダ0滅に〃解 し、櫂鮮 しながらこれに上記の

S― 涯LιノL%%ィ″―ι―′杉
`ズ
うえχ%τ毛″-2~蒻 ι縣タリ名π

多
`力

後ヴた   .

`ク

ゴロ六)レ ヘ ノ
``ダ

に潟解 した滋セ 3′ 分 で力 え、更にえ

:時 向加熱選流する。冷後 クロ ロ/1Nル ヘたなをすz苦牲 ソーダ

:  ,K洛衣 及び
`%ね酸で決務tし た後 、乾豚し、

し
落‐ln t留 去する

-1.:¥`こ 日型状茂か ヌ′夕●′を有1ろ .乙 れたメタノ=′じより再結

:  晶すれば淡黄こ針状晶∠なる。グ /′ど～/ノタ' 次率 夕J%    
。

C″ 〃″θょN2   ,         1    :
く=計算 獲i C `ュ /す   月  c3′   Ⅳ δ,/′

1   .  失喰植  C メタ′″   H こ4夕  N &/す
(′,)2′ 3-ε税ちろ

,〆
老2′ ~/~(2-― ′―ターezttLρ脅

彰″
―ター′″んη ―

l   彫し%グツ
`り

易 Z^盗
前■年蒻 蒻 ′́ 物 ″ ¢ 乙ζ′ セ クロロ六 )レ ム 3あノ lz洛解   。

しご 乃ι―C(θ′
`′

/=す )の 存在てヽ終 飲選元 を行 夕の理為遺    ●

の水素 t吸 軟後 、落煤 を留 去 し、 z,3-″〃
η″″ ― /―     |

.(2-″ 易 ′
「

よ―ε″ :%ク ニ ≠ ~        )磁
  i

/′ /よ′ tヽ・得 るL石を ェ ‐テ′レ (レ′夕 ～́ び′・ )で 暮 結 晶 す    ~
1れず タタ/′θγ=ノ

/́° の・プリス`ム晶と:な ぅ。         ‐
10

i Cノθ//2″ θ3A/2                   .

(″ )



●

オ算植  C 67.2/
ス験に  θ ノ′ル

〃  ノ′クζ  Ń
〃 z′ 仏ζ  Al

′ 夕7

2/′
‘
、
　
　

ぉ

　

　

０

●

(′′′)%″ レ2菌 瑕 派たヽ 1

重 /― ′″ 厖  ′よ′ セ ξ %ァ充咳 」´ダ 1■ 辮

し、水冶 しなが ら /′ 多 重″肖酸 ソーダ ょタフ で ジ ア ゾ /ヒ を

行 ク 4次オ に ジァンヒ ウム樋バ 新 入 する 。 2れセ 笙澱 ■ /寿

向放置 した後 、 ス時 向 ク√～ とだ に猛 ち く更 に /時 向 /′′。

に ″ 熱 し ス ガトをえ 詰 さ ヒ (沐昨ム した シ着状 才″喚 セ ンを多を ク ロ ロ /1N

`ル
ヘて,綺 氷 し、

`%オ
社 ヵりてた い、乾像後 、渚媒 を解去 す

るこ残
｀
分 ご

`´
タプ を得 る。 こ糸tク ロロ六ルヘを用 レ1て アノン

ミナクロマ トにかヴる:れ「めにあ火するのは /― (3-み′

“
η

_

ク ー物多″繊域
υ″免ク

管クチタ
′ )〃 7Z夕彪 し て /シ タ

ノ 得 る 。 ア ル

●ヽ

ゴー ル よ り再 能 発 す れ |ざ

な る こ         :

ε/′ 〃/703N
計算種  ε 7二 2´   〃 t′´  N ダ 7グ

実験イ直  C ″ ′2/  ・′イ `こ ′∠  N  〃,ル

タ7 入%″ ″〃 %♂ε
'ノ

ン (考」″′カイ クの

絃 tヽ て クロロホルヘて`潅Kす ると夕́ ラリ の油状物質とく る。

こ巌 漱■て昇孝dじ め /∂ ～́i2ィ′°(浴渥)/ι /― て`昇

葦する物負なメタノー,レ より霙結発し、π′ 22夕 ～23θ°1 の

針状晶な得るっこれは 7-だ滋″η ―ろ一タタクフ隻%髪ァ
こヽ″笏ι移

(P`2ち /t/ノ /′2'/′ )        ヱこである。

Cレ,出 7θ 3〃‐

計 算仁

実験 値

UT Vna'z **(tbge)'4-o (4sc),2?/ (4,4n.
-sat (s, ct). tao (,t't &)

ηり /22～ /23。 の長色針状 晶と

C ″′2´   ″ t′ ・́ ∧/ グ′/
C  ″ ヲ́′   ″ 島 ヲ́   /V  ′,`/

●
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■
・
　

一^）
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●ヽ

鰤0ど―酸ん唯を-7~″
`残
つた一ィン鍼夕“

だ2カbρ ,(ダ 2`;/← 4/′″,/′ )

〃″″″雇をた の合 成    ■

《′)イ ー[″筵タ
ー
`「

″″毎η ~2-ジ滋″孜υ彰′ α″″ 雄

I のさズ

(ノ)ュ_― θ脅グータ■e力を昭タ
ー物 ι夕多ι滋ノク′名

、、 /2夕だフZレ初″ ょ′ を計算量 の /´ z苛性 ガリに落解 し、こ

の薇褐とを三した沐液 セメょ～7´
。に示ち派盪 tな がら2時

メ r向 を暑 して ジェアリレ琉眩 夕′よグとケ量 づつれえる。 殆んど加

え終 るとき漱 は褐 こ透 明 にな り1下 に油層 の新 Kと みる。 Z

れ之フ ,レ カリセカ える と漱 は泥法 する 。アルカリ社に係 ちな

がらユに 2時間捩盪 した 後 、放置する と比較 的 人、ぃ淡渦 色

の結晶が新 火する。 吹 重ヽ tご ′′:,吹 率 夕/%
Zれ tア ルコーノンよリニ鰭 発す ると っタ ノ2～ /夕 'の 煮 色

徘状晶 どなる。文状値 と一致 する。     ヽ

(′′)3-″ 銘多―クーて死んη争
_″  ぇ多″

E″
鍮

勿 怖″燿後に  多 ∠′ 乞水 κ ´夕 に思な 逢 ヒ、フK浴

上 /′ ～ ′´
=で

遊 イ しな が ら、 /時向 す%立 マンが ン酸 カリ

■ .ウ ヘ 水落液 /夕′勿́′ t加 え 、更 にヌ 時直聞創串 と絃サ た後 、

熱時 ろ地 、ろ表 を猛眩 々性 に すると直 ち に 自色淀液 がホFべ す

る。 これを ろアJす る と組 製 品 δ′ をえ る.炊率 夕
`%

2の I玖 セア ,レ コー ,レ よ り再結 晶すると黒 こ針 状 島 夕′/73～ /%°

∠なる。 ズ献種 ∠―致 す る:

く′″)イ ーEユ

“

%夕
_3-%%″ 多ι%/■ 2-夕 凌 ‰ 嗜 移 %″ 影 2 ′ ″

: ′一彰 のフ =3-ク2ι″
`″

宅″=後多彩″%ι ′θえた zょ ′ 七グく

を、境斗 しなりヽ
｀
わ派F竜

~4~3j2″
%′ を濶 不1サ 名.員 に /時 向

2′
～

3´ 。 で滋洋 なつプ リた後 、灰応蒸 た水ヤ に投 入 し、新

ム した黄色光承 2ろ 多Jレ て:.佗和重 哲刻くに とかし、不溶物

(2′ )t除 く, フK落た は立玖 てヽ酸性 にす る とさ ′一だフ″筵多
―

`―
ク θ

%″
-2-ラ蒻黎粥場η“

乞 αα″ ●2″ trp.■
(52)              .           .■      1

`

●

●
　

７^

夕

　
・●

．
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れをメタ ンニルよ り再結晶すれば 脅′ //2ん //4° の 淡洟色

什状晶 てな ろ_  吹率 ξァ%1         ■

(3ノク/≒/′ ′み ″            :
計算る重1(, `zタ ァタ  〃 ダん   ν `l∂ ノ

実験値  ε
`乙

′/:  〃 ク
`′

  〃 続
`3

立管洛液 に不燿|の 中性物頃は ァ lレ コこν ょり再結 みし 、

物′ /′ 」～//ζ°η黄色鮮Fえ 状 発 だなる 。乙れは /-3戒
脅

一

?- zto4/u% - 3, s- で あ る 。

ε2″ノクθ
`A/2             1 1:

計_43植  C 〃″ノ5  〃 ク;/グ
ー
  /V /′ ●タ

実験位  こ ダ
`′
/ 〃 ク`″1:′ 〃=1//ち/

(″)夕 _だ功″後22%%―ξl%″ ι多ヮ
ー三二t死ら

物 あ 移滋

も二勿 〃
幾 多

ニク ~ι之シ後みZタィ彬 ニラムιZ力ι耗″2ルら
彦れ

五之ι ″ こι彦/

//多 な重刻 の万各議″宅然資/χ後力移揚2:た ル え、落係 するまで

飲 遜じシ締眸後盪■llの 乃%扮 aをとな尭機ク セ裁左
:留

ムすると

ダーし″夜夕
」ここ場″4%7二 ~́カク

"玖
易グ%″

―を得る。 このょ、次の及たに腐♭
'ろ

L   =

″
-2-22カ %∂ ―

i｀
11■1 1 .: =

01

●
　
　
　
、い・
　
一日

，
　
　
　
‘
　
　
じ

(2)Z一 Eノ∠α
髪升

-7-%を ZZ′
筵″ 弓4夕

2″
々

′ (3:2,/■ /′ /′え/

/´ )メ易 ″多磁 /π

`雄
物ι の合成

(/' Z.3-蒻ψ′ιzあ ―/■ ζクlιクレググ
ーよ―

多 亦 ″ )易凛

´′3-″ 姥彬ら4´
「

スζ́ きピリジシ どン を クロ

ロ水ルム /ご 勿どに灌解し、‐こネ|マ ′ニフル%′
二ξ「

'多
為々を~

2-2ル姥′イク名/屹乞 ′″
｀
′7′ ょヴ裂 した 滋 緯 ″々

セ クむ‐口六 ルム /´ ″ノ |セ 落解 した洛 液 t撹洋 しな 大 ら」′

か てヽ商 下 し、その後 え時面フK冷 上 でが 熱
iす

る ::二 液放 置 し、

2の タロロ六ルム落派1を ご%猛崚表ダ
`″

オ牲ジニダてヽたぃ

乾燥後落煤名嗜ムすると口型々疫 /ク′ 得ヽる。これtメ タ

ノニルがら再結晶すると女色針状殆マ /″～クメ′。 ゎ

(∫ぅぅメ



|●

z´ 3-Zレクη″々先́ ―/― (f′ ^ιιえ轡
―」~夕ιZ∠り  

「
z― 物ん

"~
孜れ

'`72)厖
光亀 ′くる。

Cノ′物 み 屁

計算値  ε `3″ /よ   ″ 6」θ  Ⅳ と /′

;‐    笑瞼仁  ε `3′ 36  月 こ

“

  N a//

(′′)え′J― p凛夕′クz´ ―/こ てZ-1-場 ニ́タータ%%争―す―

蒻 々 ′ιの プ 1)易″彪

:  上

“

っ子′31晰 π2′ ―レー(クーαノη 一ξ
「

″ ιク
~

.ヌ
ータ物グιみ´

考′
~2~ク 多ιイカ′ィ粂η%夕

Z移″ )ノシυZ乞葵2 /∠ ζ′

之 味 酸 エ ケ ノン 3´ ″′ に 灌 何手し 、 %ι ―ε (′ .`´ /:」 )の 存

たて崚 軟最元セ行 う。

1  フk素 の歿,久 訳経って後 、海漱 tろ嘔_し 、髪毀集を減 八てヽ留去

・し、そ の残ンかセ
`%狂

歿 に澪 解 し、手 ―フ )し で 洗漱 後 、ズ眩

ヽゾーダ
｀
で ア;レ カ リ性 にし、クロロ六

'レ
ムで施 六 するo2の 落

れ 液 セ乾煉後「
%蛛 を驚表 するとズ粉 /ヽ.3多 と縄「る。エ タノー

ノ‐ ら警 れ ク15-Z%ィタ炒′―/― ζZ― ― み″_タ ー
:4ん ι%み

一∫ 一 易 2Zえ
け 4α tグ 彰

イ )Z笏 影 の プ リ で ム

晶 易″ /」′～ /J′
。 をイ尋る、 '

~ε ′θ〃2♭ 3́A/2
:  : 

計 算仁  c び′2/ ″ Z≠グ

■r実験値  c 夕́θ夕 1:〃 乙
'3

(わ 乃 ″ ― 肉 瑕 スた

上認 フィ3-)為 ″グ ー/― (2-″ み″ ―夕丁 ″ え′夕
~

よ―物 ″ Lθ
γ召多′夕

)ノ姦 Z潔 2ク ゥ t`%メ ザに該

」
`″

′ メ タノー ノン /´ ″′ IZ落解 し、 θ～ξο に木 冷 じこ

二がら す/.ェ廂酸 ソ 下ダ /夕″′ をわ えてジ ア ソ
｀
花 t行 う,生‐~E

lzノ 時間放 置し た後 、‐i′な ～′″ り乙混友 を上昇 せ じめて2時

間加無す る。重 ■ /時尚 ノ́ θ°

'■

保 つ o次 オ r― 油状物 負が新

ムするo冷後 乙れをクしロホ′しムで柚ムし、クロロ六ルヘ洛

表を
`%オ性 /― ダ及び` 7kて 沈` L〕 乾蹂後な媒 と雪去すると

(♂

“

)

か
　
　
　

ｏ́
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′
●

●
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N s,?7
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浩功ヽ ′,ク2″ たく る。 これを クロロ /tNリレベ |マ と″` じア′レミナ

クフマ トを行 う ,ク ロロ末ルム で晨 粛し、な「めに洛 火す る

ス∠′″グ の油分にアルコー′レと力える と往晃イとする。乙れは

/_`クーこ4′為′-3-″″ ″レタ ι″%″彰″ )あ 〃多る でぁ

る。 フ ルゴールよ り再経発 する ∠ ψ //3～ //ダ °のプ リズ
｀

ム品 ∠な る。

ご′′ 〃/7θ 3V              :

計算値  ε π′2´   ″
‐c′′  N ク′ク/

実 験値  C ―
/_7′ 22  ″  こ ′́  Ⅳ ィ クグ

グア 入″ ″ 砕ρ 2ク

“

3つ オ イク′だD

上 た の /― ζ´ 一 ご滋 α
彩

年 3-2烙 ノ e/彰 鯵
%イ /)

易 核りと  ス´鴛夕 を
`Z苛

性 ソ ーダ と 水 浴 上 /時 向 わ 熱 、

カロ易くZヽ嬌早をイ子う。 そ の 結 禾 グーE戒
“

多
―フータ″1%%移 多―

ム 笏
夕

銘 と ′αレ  脅 /夕 」～ /ノク ` ∠ Iクを   (2多滋

η ク /ξ 夕～ /ノ´°)と 行 る。 人 々林 岳 と泥 融 す な も議 魚 降 下

之 ず 、 同 ィ物 で あ る こと と之 認 した 。

結独lて 同様 クロロ六|し へてヽ タロマ:卜 を辰向し、 夕´夕 の

ご ― ι 髪

“
笏

― /一 ″ び%惨
多し″

形
ルイン2激 し 後 (3チ 2;/′ 一 乙

/´クノ/′ )〆 笏 ― ιん琵〆″髪 を得 る。メ′ノー ル乞拓カロ

すれ |ゴ結 晶化 し、 多″ ノよ2-/′ 3つ の循 糸〕灰絡発 ∠な り、こ

社 を実 lz昇 章 lzよ り痛製 し、メ タノーノレて再結晶 すると :

脅わ/%～ /′ ア° の針 状 晶 とな る。     :・
ε/か 〃ノクθ3ハ/

誹導値   c ク勇 2θ   H,こ ′́  Ⅳ イクダ

突矛ヽ 4復   C アス フ/   月 `ノ′  N 
“

♂ι

:α ア 入物姥 〃ら
“

こZ,ιリスタ各

“

ちで緩,′ 裁ァ/ζ 43`♪ン

ゑ 0́や′)′  'クο ζ3猪)    ヽ

●

● |

●
　
　
´^
‘
　

▲
ワ
　

　

ｃ
　

Ｄ

(″ )



●

〔勉%彪″ z∠_の 構 造〕
〔I〕 π″ ンとのが高及びり性凍

(/)夕 ″ 磁 を ″分 偽

組 アルカロイ ドのク ロ マ六ル ム洛液 をスZオ性 ソーダ永 洛次

て派 盪 、油 火 し、71幼店 なか 萬し 、これ に表該 アンモ ジ:と M17え て

アン毛 =ア性 に すると猛基 本遊
=喝

す る。 これた クロロ 六 ルムてヽ

約 火 し、落鉄 を留去 し、こ れに 少量 の又 タ ノ =ル をカロえ数盟 尚

室湿 に狡蚤 する と結 品 が新 宏する。 これ をろ堕 し、集 あ る て

π 7-ι た の艦 発 X得 る。

(つ ″ のグメ∠脅ど あ牲 負

上え粗結晶とニタノールより再結晶すれば
｀
煮色プリズス論 と

な j[功くより再ご島するど黒a針状昴こなもっ 易′2″ ～2スゞ

(密 Cり )

ε′ι/7/′ θ:A/         ‐

計算値 C 23/ 〃 クク/

実験種 C 22/ 〃 彦′″

〔ま〕p: 一カ紗°  (と =′ /す

〔工)θ―笏 タ レ%ち″
`―

場

″ み露  ί タラ tメ タ/― ル 」2`脅イ  にシ手
`碑

し、

ジ
｀
フ ゾメタ ンのエ ーテ′レ洛液 の軍剰 なゎ た室】aに 放 置 する 。

2日 後 、渚媒 な濃紹 し、実 之ジ ァプメ ′ンの ェ ーテノン蕩漱 tカロ

える .2/時 尚致 置 した後 、落媒 セ留去 し、贅分 を クロロホ lソ

ムに渚 解す る。 それを苛性 ソーダ水洛液
`沈

し|、 :素燥 し、ァ lL/

ミナ の壻 セ通 す_,.洛 火液 を戒 縮k留 六 サ ると 3′密′ の 要分 を

得 る。 乙な とァ ルコールか ら再結晶 すれば 夕彼 22`～ 22ど '

のプ リズム 品とな る。   、

この結晶 を 2%〃 ι″た の練 岳 と髪 歌 する も歌 尽降 下 4ず、

(夕

`)

●

ヽ
　

くヽ

　

ヽ
，

●

〃
`/」

 θι″3 //3'
〃 よ3′  θε//3 //z′

″ιO″  )

・●
）

も
ヽ
う

■
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い
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●

●

^

曰 ―物 墳てあ るこビがたラ慇され た。

Cノ 7′ツ2/θ3N
計 算 種  ε 〃 ′ξ  〃  ァ〕フ

実 験)イビ  C フ′′′   〃  夕 2ι

〔よ)ク 1 -/′ /°  (ご =´′3   /_rtρ ″

〔Ⅲ〕ルシ物 一′―″ん〆 をグ ″ ― ′7え

(/)´―だ″ン′夕″ ιじ密
脅 叱́ ′燿

“

ル資 レフ雀  /´ θ 脅
′  を メ ク ノ ー ル 」 ´タ イ に 落 解 し 、

蝸馘1の ジアソェ タンの工=テ ル落た なわた 重通 に衣 置す る。2
日後 、:渚嫁 な減縮 じジ

｀
ァソlェ タンのェーア′ノ落液

=実
に br7え 、

L2/蒔 向衣 逐 した後 、潟媒 を

“

ムずろヮ 未及た のフェ ノーノン

牲物 資をオ性 ァルカリで除 き、1ク ロロゎ レム洛捩 で アル ミナの

居 之 血 し痛 裂 レ 、 クノ
鴛ル

の ′~ン
グイ タ る́わ′ιク多̂∠ι″之 之 得

る 。 乙れ と ア セ トン か ら再 結 論 す れ la‐ クタ ング′～ ///フ・ のプ リ

だ へ発 とな る。

●    =   ごノ′〃23θ3N
‐・    計鉾値   ε 7/ん  〃 2/グ A/ク 炎← θι亀≠′髪 2●2/

ズ瞼位  ε //クζ 〃 /〃  /V´ ′′ θθん+θ442`2∠
〔〆リク: 一/′/°   ( ε=´′2′    だιθ″  )

(2)θ―ィ字え夕ι一′―eιノ場″`″
″7ノ″ 洗フに 1    .

θ 一 Д″
ν

`残
′

`″

ι夕多ι す 》ゎ 0を 奪 でヽ 酢 貢夕 2夕 ど と 夫

に ,k.沿 上 3時 向力熟 した後 、,豊疎1の よィく旅 核 と戌鷹で 留六 し、

蔵か t′ %`な 咳 /´ 物2 に と り、これ を1ア ンモ ニ ア冽くてア |ン

カリ性 に した後 エ ーラノンて珀 公 する。 その瑕こ エ ーア′レに不洛

の物 漁
`っ

たろ列する。 ェー テ lレ油 火茨 か わ θ―/“花 〆
´

′―″愉′″ηダ″ t鹿易ι ク′%多 4得る。これと二ニフレ

より再結晶 すれば %,/′ご～んビ° の什 状 品 となる 。

３
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‘
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●ヽ

ε20//2ζ θ子 〃         ｀

計算植  ι ノタタζ  〃 ′タタ  〃 ク′′′

実験准  ι ノ′ノ́  〃 ァ2よ  〆 夕3/

〔よ)ν l ―/33・   ( ε=′′3   fι ′〃 )

■
に
　

一
３
　
　
一

．
）

・●
・

●
Ｖ

」「

一０
　

，

，‘

(3)q視タル′―ιれな″´θ―″72クィク ιπι易 左
′
「

/“
夕

F― θ―。名 /π セ
‐

ιグ
`ι

l夜 ,ζ毎ン
を 無 71K麻

咳 2`ノ

∠∠もに、/3o～ /〃′つて 3崎 向加熱 した後 、通蜂1の 無 /‐lt勇

“

τ歿を   `・ |

荻 二て、留去 し、表右 に刻く /,ン な ん え 、ア ンモ ニア水 と力 え

て アルカ リ性に し、沈漱 物 Kク ロ ロホルム で着 火 する。落蛛 t

留氷 レ:た あ父外 を土 ニフ ,ン で沈 でヽ、 エ ーテ JL/渚茨 よ り

―́/あ4″
^θ

tt dノグ多核%″復″ιιη2 //ッ 連口牧する。ェ
ー テJ1/不 落 あ物 晨 (/ζ勿′)は '/%り/力′―π膨

ン
み ´

―′―

咸

"多
多 ″ 妙 ιレな 場 な ど准 た これ 、直ち に〉スの 及た に利

澤 す る。

“
)′″鍮/2′T物″2´ ―′_ゼヵタノタタ′乙%物吻

ようこん髪″筋―どあの`あ―′―Cイ〆 血 !えκガあzどιι″

4/す η t`´ 多‐クノー7L//´″′に溶解し、ホ立塩
`θ

z´

オ牲 ″り2ζ脅夕 と てもに水冷上で 3時尚ヵ口くする。た後 、ク

ロロ 水ルム

`地

ムし 、つ ヽ`てジ郵はな

“

ネ ずれば哀分 ∫脅ク を得

る。 これセ決 二蒸名 し、 /′θ～ 22θ ° (浴凰 )/′ /%れ てヽ 留

去サろ留あ とェタ ノーノィから再結晶 すれ |ザ %′ 22ι ～ 22′ σ

のグ状 発 とな る.

グ 7入 れ″ ″″ ″η C)Rω :ζ Z πつ′R″ ζ
“
夕η′ '

長λ
"ζ

12″り; タタ́ (22ノ♪   ‐

こ の 物 負 は クニ [彦′θ
毛′

―

`―

夕物の乙え
辟 /ク多

ν7レ数多 %れ′ (J,Z;

/ノ _乙 ン́ た う /″ )     復 π ι嘴家コ2之 え な の 結 来 、 融 魚

降下 せ ず 、またホ タト部 吸 な スヾ フ トン も ―致 し、同 二物 で ある

多之 づヾえ 認 された。

(″)
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(&勿虎7ノ蒻イ″姥ルの構造 )

〔I〕 」賜%ィパ″ εα″%の 分高及び4生庚

(/)′多妙勒〆Z物Ⅲ夕ω■後 の分謁

%`′ピιク勢″Z セ 芥 為 したそ液 を波縮 し、 これ に酢酸 ェぅ Jt/

″θ戒 色カロえて水ガ上 にカロ熱 した後西雀眩 ニチ /ノ 落波 と す́ 潔

に減縮 し、ァ ′レさナ クロ マ トを行 う=酪 j百久■サ ルで晨 印 レ、な

虫 した漱 を激 縮 する と裁 外 ′′す′ を得 る。 それに球 咳 ニチ ′レセ

加え 、放 置 す ると熙 色針 状 品 として み 犯 杉 /シの ツ
ク ″ グ夜

」′́ 杉%レ を得 る 。尚 クロ ァ トをユ |■ アセ ド、ン、ク・―J口 六 ,レム 歿

が`アル コール て秩 ねす る 毛 、洛 ムさ れ る効 腐 は結 品化 さてる事

がょ 未なかった。

綬 )と を 7″ 髭 ′″ ″

上記 2″蜂膨
′

多み″復鑑勿々 の粗 結 晶 と疎酸 五 チ lL/載 は

無湯 ょ り尋e発 すれ ば _″ ぅ.2//° のま こ什 状 晶 とな る_

ε/ク ///′ θ4″

多脚阜色  こ ノz7ι   〃 ノ′ンZ  A/ 夕/ζ  θ6〃= ′′2/

実験種  C″ ス″  〃 ‐
/′ ″ 〃 クノ/ θε嶋  /´ 盤

腋 ;ク :十 タイク
゛ (ε 三2●′  ご〃 ιttЪ )

“

7 入ほ薇 ″夕〃 iんひa).♪2ノ ど′′メ2り ′褒グノr'こ炒り′

メ′′ζメ′夕J♪

I尺  ら〃 こ′ょ′
・ ´

`=´

t[] o - ?zztLgl @ca'z.r-zz.
D<.rret/-?Z/'rzrrb4Vco'z,4inz. /aa'm.?' k./ , / - )V ,zi.n-/t:

落解 し、通彙1の ジアガ メタ ンのェ ーテ′ソ滲液 セカ れ、 2/時 向 放

置する。ジ黎味三%去 し、残
｀
今 と クロ ロホルム に■ がた 解 し、2%

苛性 ソ ーダ て、未及た 物 負 を浴さ基 、地 な涙・
■毛燥 後、本捩 と留六 ず

る こ残
｀
ハ タす 夕 と得 る。 乙た セメ タ ノー ノ/よ り再結 晶 す ると

夕
:/″ ～ /た‐の外状 品 とな り、 わ つね″彬校 と 漑 歌 する

く,7):

●

ti′′ /ん

●
　
、ｒ
　
●

　

・し

ヽ

●



●

も歌点確下ぜす
・
、日

=物
晨であること脅雄誕 |な 。

ι″ //2/θク〃

計算値 C ″
“
← 〃 乙タシ ″

'″

″

実 験仁  ι ζ4 2/ 〃 Z′ ご′  ‖ .ィ :J:π

―  は〕5:十 タィ/°  (iC=′ ζ/′ ´〃 二α3 )
α7  入π銘・″″ 〔島8£り ″

`ζ
免タイリ′城ノ′ζ3アタ♪′

:          〕″3 ζ
'.ィ

2),                    .  ・

1, . IR: :: ノc=ο ・ ょ,1∂ 2/    ■r:1 ・

一
耐
）　
‘゙
‐
　
一夕
▼

10

〔III)

●

Ｏ

Ｌ
メ
Ｌ
）

ｒ

リ

0 = Et44 lz.z,zzArZ-lr--r*+ycoarlnz-, .R ') 4 zA-Vd.ze -
e.ry* O- ei-Lfe ?zo.4f2//'w:lH.a>i;,.n *E\ ..

(/, θ_こ秒のだ?″乞物蜂ιえ′らえ″″葱尾ンじ移
ρグ        α%″笏ど1-夕 ´́ :タ

プ をタ
ー
iタ ノール1/´″

′に落解 し、整す1の ジァダニタッ1っ ェ‐.ラ iレ者 :液・ 2:施 た、 2グ 時

間色漑に技置する。後渚拶趣セ留、去1・し、|:々分を葛|が クロ吉:末 ルム

に蕩解 し.2%オ性 ソーダで木及た のフ主 ノール牲幼 :汝 二除さ、

れ嫁後ス煤 な名去するとダ分 ンク′-7-を 得 る。蘇:酸 ■チノL― E‐

―テル混液から再結晶し、長色針状‐晶|%夕 ′ śtレクク'tう る。

C/2〃2ょ ,́〃 ｀ヽ :  ;

1計準石 スヽε
｀

/夕 2´ lヽ
1〃 ::ァ クグ‐・ ル タィタこ

実験ィ宣`ε ン2′/  〃 ム、ぉ  t～■、ィョ芝

(a),:i十 %立 12‐  6`=の 2」 i: `″  こ′8)1ぅ

(2)磁物″励′―′―″ン4″″
′一菫ググ彪蒻″花〆る物珍 ″覆残 ‐つあ場グ を =薇

畿
―

1勿
-1ザ

:易 1́・ にな 、 とガ′″ 〃42´ %́Yと もた水
1_浴 上そ夕時向ヵ熱tす る

`‐

冷後、
.■

ガィz//4の 過力!を 水教治 左加

えて補 れ だ夜:、 1:沈滋物 とろ別しルを″髪仇ジ″ ― てよく

沫瀞ル 、1'な なスとろ液 て合 し、:灌詢咲在留去す′ると残ンか 2′ 密́′
を得う。アセ トンよ‐り再鮮 品すたば ら7ノ舞 ～/%° の無色プ

(`り )
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リベ ヘ品と な る。

εノタ″27θ4N
計算仁   ι  /′ 夕〆

笑 看′さイ櫨I  c ノ′,ノ/

H F,I4

H z.?/

N 4,za
N 4,t4

よ  リ

/´々′

(3)7-3あ″―′一製ダ、      ″‐つιιノクに

0     7~どん′′筵夕
~∠ ―クπa乙4´て〃一′ ′́しれ^(3`2;/仁 /,

/の ″ ″
`レ
たレZ"イレ2ィ 1,ごな の生 ガ

上え 生瀦物 ク
?́″ソ ィ フ姥猿%~′ _′ルギフレを〆 ―νν彬

刀診″タ セ ピ リジ ン ノ′タイ 1乙 ス解 し、―表 笙湿 に承 通 した後 、

71K溶 上 で一時 間オロく する。ピ リジ ンを減 こで名去 し 、ズ分 をヽ水
‐
/′ %ど にとり、水 洛次 をェーテ ル て光漱 後 ア ルカ リでス 理 した

IR、 /ク′́ のイオ ン女揆樹 脂 の層 を通 す。落 К液 に リ トマスで

咳牲 をこす るま でョー ド
｀
本素蔽 セ加え る と ヨー ド

｀
水 素咳左 が矛

ム し、恐漱 する。 このな液 左加温 し、た数 を落解 し、不海物 を

除さ浚 二て水 を賢 大す るも娑
^|ま

結 晶イヒ吐ず 。そ こで々か を 71K

O     /′ 夕″ に・~2解 し、培ンヒ銀 てヽ クロ ,ド｀
とし、ろ液 を波 ■ で濃 縮 レ

わ れ た家冷
`砂

″ 左乾 留 し、 /′´～ 2の 'く 洛
'a)ノ

花2´/― てヽ

ま留する蒸脅物 2θ ζ夕 をァル ミナクロマ トを須し
'、

クロロ水

|レ ヘで晟向 する。長な のメ 火物 を再蒸留 し、更 にその蒸留物 を

‐タ ノー lL/か ら再結晶 すれば
｀
夕″ ヲク～ %つ の.結 晶 t々|る 。

″7 入クフ% ″ンに■ん}6)ネ23ζ夕すメリヾ♂タダζ多́ ィリ

Zn $ o d- A"LL7d:udLr.4f&zo- A- dt(-rt-az7'Zruuiunz
であると考 えられ る。

籠 いて上記 の クロマ トを実 )〔 クロ ロホ ル ヘで落 火す ると

ア~ルス像後 三
`~ク

″多残舞多Z“%易′ (3;2:/′―ノ′″′ノ/′)

%タ レダ々 が得 られ る。即 ち zれ は /′′～ 2/′・

(浩澄)/″/― で蒸

“

し、蒸 留物 をメ タ ノールか ら慕経発 す

る と 名′ 22ι ～ 22′°の針 状 品 とな る。 この栄外3rス がホ外

部 頸 蚊 スペ ク トルは豚 品 ので米と一致 し、また標 ると混詠 の結

『

ｒ

ｏ
　
・ヽ

じ

(`/)
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采も歌点 ば降 下ぜず 、同一物 ムであるてとをた認 した 。・ 1

“

7  入多%〃 
“

ン″C(ノ移′ε)験ゥ ζ///′♪メ ズ′/イク′裂υ

32● (2参
′♪′ ご/θ (フ′′

`)1     
■ : ‐・ ●

〓
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層
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フ
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参

t   ノ)森 島j 燕 ラ(覆 学ヵと誌  2  ごな   =(/′ 夕F)
亭
                    集 うは      /ι          /3/      ‐ (/′′

`)  '
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